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◆年次別取組み実施報告書一覧 

番

号 

関連 

施策 
件名 担当所管 

１ １－① おしべ通り道路改良工事（平成２９年度分） 工事課 

２ １－② ユニバーサルデザインに配慮した公園を整備する みどり推進課 

３ １－③ ユニバーサルデザインに配慮した公共施設を整備する 営繕管理課 

４ １－③ 本庁舎車いす優先駐車スペースの拡張 庁舎管理課 

５ １－③ 庁舎ホールトイレ改修 庁舎管理課 

６ １－③ 本庁舎の視覚障害者誘導用ブロック整備 庁舎管理課 

７ １－③ 足立福祉事務所の部分改修 生活保護指導課 

８ １－③ ユニバーサルデザインに配慮した公共施設を整備する 子ども施設運営課 

９ １－③ ユニバーサルデザインに配慮した公共施設を整備 学校施設課 

10 １－③ 「公共施設等整備基準 事前協議」の実施 都市計画課 

11 １－④ ユニバーサルデザインに配慮した民間施設の整備を促進する 障がい福祉課 

12 １－④ ユニバーサルデザインに配慮した民間施設の整備を促進する 
産業振興課 

（中小企業支援課） 

13 １－⑤ 自転車駐車場の多言語標記の案内表示板設置 交通対策課 

14 １－⑥ 高齢者・障がい者向け住宅改良事業への支援を行う 障がい福祉課 

15 １－⑥ 住宅改良助成制度 住宅課 

16 １－⑥ 要支援・要介護認定者の住宅改修 介護保険課 

17 １－⑦ ユニバーサルデザインに配慮した公営住宅を整備する 住宅課 

18 １－⑧ 駅前における放置自転車対策 交通対策課 

19 １－⑩ 障がい者への様々な移動手段を確保する 障がい福祉課 

20 １－⑩ 障がい者への様々な移動手段を確保する 
障がい福祉 

センター 

21 １－⑪ 住区センターの案内サインを整備 住区推進課 

22 １－⑪ ユニバーサルデザインに配慮した施設の案内サインを整備する 地域文化課 

23 １－⑪ 多言語化による館内案内サイン（トイレ周辺）を充実させる 中央図書館 

24 １－⑫ ユニバーサルデザインに配慮した歩行者系案内サインを整備する 産業政策課 

25 １－⑫ ユニバーサルデザインに配慮した歩行者系案内サインを整備する 都市計画課 

（ ）内は平成２９年度の所管 



 

◆年次別取組み実施報告書一覧 

番

号 

関連 

施策 
件名 担当所管 

26 １－⑬ 音声情報や触知情報による誘導装置を設置する 庁舎管理課 

27 １－⑬ 音声情報や触知情報による誘導装置を設置する 営繕管理課 

28 １－⑮ 特定事業計画の作成についての回答 
ユニバーサル 

デザイン担当課 

29 ２－① 区内事業者が行うユニバーサルデザイン関連製品づくりを促進する 
産業振興課 

（中小企業支援課） 

30 ２－② 区内事業者のユニバーサルデザイン関連製品の普及を支援する 産業振興課 

31 ２－② ユニバーサルデザイン関連製品の展示 
ユニバーサル 

デザイン担当課 

32 ３－① ユニバーサルデザインのまちづくり講演会 
ユニバーサル 

デザイン担当課 

（総務課） 

33 ３－② ユニバーサルデザイン出張講座を実施する 
ユニバーサル 

デザイン担当課 

34 ３－② 児童向けユニバーサルデザイン出張講座のプログラム 
ユニバーサル 

デザイン担当課 

35 ３－③ ユニバーサルデザインに配慮した学習環境等を整備する 教育指導課 

36 ３－④ ユニバーサルデザイン庁内推進委員会の実施 
ユニバーサル 

デザイン担当課 

37 ３－④ 分かりやすい・伝わりやすい広報物制作 
シティ 

プロモーション課 

38 ３－⑤ 日本語ボランティア教室を支援する 地域調整課 

39 ３－⑥ 児童や生徒の国際理解教育等の学習を支援する 地域調整課 

40 ３－⑦ 「あだち国際まつり」の開催 地域調整課 

41 ３－⑧ ユニバーサルデザイン啓発用パンフレットの配布 
ユニバーサル 

デザイン担当課 

42 ３－⑨ 文書管理基礎研修でカラーユニバーサルデザインの周知 総務課 

43 ３－⑨ 「カラーユニバーサルデザイン研修」の実施 総務課 

44 ４－① 「足立区公共施設等総合管理計画」の作成 
施設再編整備 

計画担当課 

45 ４－① 展覧会にかかる印刷物のデザイン編集及び制作委託 地域文化課 

46 ４－① ユニバーサルデザインに配慮した印刷物を作成する スポーツ振興課 

47 ４－① 足立区地域経済活性化基本計画の作成 産業政策課 

48 ４－① ユニバーサルデザインに配慮した印刷物を作成する 介護保険課 

（ ）内は平成２９年度の所管 

  



 

◆年次別取組み実施報告書一覧 

番

号 

関連 

施策 
件名 担当所管 

49 ４－① ユニバーサルデザインに配慮した印刷物を作成する 
こころとからだの 

健康づくり課 

50 ４－① ユニバーサルデザインに配慮した印刷物を作成 環境政策課 

51 ４－① 「資源の出し方・ごみの出し方」の作成 ごみ減量推進課 

52 ４－① 都市計画図Ⅰ、Ⅱの作成 都市計画課 

53 ４－① 景観まちづくり通信 あだまち散歩の作成 都市計画課 

54 ４－① 足立区都市景観審議会区民委員募集ポスター、チラシの作成 都市計画課 

55 ４－① 保育施設４月入所申込周知ポスターの作成について 子ども施設入園課 

56 ４－① 足立区議会広報紙「区議会だより」の作成 区議会事務局 

57 ４－② 聴覚障がい者に対してコミュニケーション手段を支援する 障がい福祉課 

58 ４－③ あだち広報制作事業 報道広報課 

59 ４－④ 新サイト内検索サービス導入による情報検索性の強化 報道広報課 

60 ４－④ 足立区議会ホームページの作成 区議会事務局 

61 ４－⑤ 多言語に対応したホームページや通知等を作成する 地域調整課 

62 ４－⑤ 多言語に対応したホームページや通知等を作成する 戸籍住民課 

63 ４－⑤ 学童保育室入室の案内及びしおりの多言語化 住区推進課 

64 ４－⑤ 多言語に対応した案内の作成 
こころとからだの 

健康づくり課 

65 ４－⑤ 多言語に対応した案内の作成（英・中・韓） 保健予防課 

66 ４－⑤ 「資源の出し方・ごみの出し方」ポスター版の多言語化 ごみ減量推進課 

67 ４－⑤ 多言語に対応した案内の作成（英・中・韓） 子ども施設入園課 

68 ４－⑤ 多言語に対応したホームページや通知等を作成する 子ども施設入園課 

69 ４－⑥ 足立区防災ナビのデザイン変更・機能追加 災害対策課 

70 ４－⑦ 外国語での窓口・電話相談を実施する 地域調整課 

71 ４－⑧ ユニバーサルデザインの周知 
ユニバーサル 

デザイン担当課 

72 ５－① 足立区区民評価委員会による行政評価の実施 政策経営課 

 

 



 

◆年次別取組み実施報告書一覧 

番

号 

関連 

施策 
件名 担当所管 

73 ５－① 審議会委員等の公募制を推進する 環境政策課 

74 ５－① 審議会委員等の公募制を推進する 都市計画課 

75 ５－② パブリックコメントの実施 政策経営課 

76 ５－② 
「足立区地域防災計画【震災対策編】【風水害編】」修正のための 

パブリックコメントの実施 
防災計画担当課 

77 ５－② 
「足立区地域経済活性化基本計画」策定のためのパブリックコメント

の実施 
産業政策課 

78 ５－② パブリックコメントの実施（足立区都市計画マスタープラン） 都市計画課 

79 ５－② パブリックコメントの実施（足立区地区環境整備計画） 都市計画課 

80 ５－③ 足立区ユニバーサルデザイン推進会議の開催 
ユニバーサル 

デザイン担当課 

81 ５－④ 区民の方との現場調査 
ユニバーサル 

デザイン担当課 

82 ５－④ 
道路や公共施設等の安全性や利便性を区民とともに検証する 

（通学路合同点検） 
学務課 

83 ５－④ 災害緊急用トイレ利用方法の説明 企画調整課 

  



 

件  名  番 号 

おしべ通り道路改良工事（平成２９年度分） 1 

関 連 施 策 
くらし 

１－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 都市建設部道路整備室工事課 

内   容 

場所：おしべ通り（鹿浜七丁目２６番から鹿浜六丁目３５番先） 

既存の旧型マウントアップ形式の歩道を拡幅するとともに、段差をできるだけ少な

くしたセミフラット形式の歩道に改善することで、だれもが安全で快適に通行できる空

間を確保する。平成 26 年度から平成 30 年度の 5 か年をかけて整備していく中

で、平成 29 年度は第 4 期の整備を行った。 

【年次計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【整備状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/koji/20160616.html 

実   績 

効   果 

交差点等歩道部の縦断勾配を緩和し、かつ、バリアフリーブロックや視覚障がい
者誘導用シートを設置することで、障がい者や高齢者等だれもが安全に通行するこ
とが可能になった。 
今後も、ユニバーサルデザインに配慮した歩道の整備を推進していく。 

  

29 年度整備 

26～28 年度 

整備済 

30 年度 

整備予定 



 

件  名   番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した公園を整備する 2 

関 連 施 策 
くらし 

１－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 都市建設部みどりと公園推進室みどり推進課 

内   容 

【事例：竹ノ塚第一公園など】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラストのデザイン変更 

既存公園トイレの

アプローチ整備 

建て替え公園トイレの

アプローチ改良 



 

 

■整備内容一覧 

番号 公園名 だれでも

トイレ 

トイレへ

の誘導 

出入口

の点字 

ピクト 

サイン 

1 竹の塚第一公園  ○ ○ ○ 

2 五反野公園  ○ ○ ○ 

3 弘道中央公園 ○ ○ ○ ○ 

4 弘道第二公園   ○ ○ 

5 舎人三号公園   ○ ○ 

6 舎人四号公園   ○ ○ 

7 舎人十号公園   ○ ○ 

8 伊興ファミリー公園   ○ ○ 

9 新田稲荷公園 ○ ○ ○ ○ 

10 上沼田どんぐり公園   ○  

11 一ツ家第一公園  ○ ○  

なお、新田稲荷公園は平成 29 年 7 月開設のため、前年度の指摘は反映できず 

 

■公園一覧表 

番号 公園名 住所 

1 竹の塚第一公園 竹の塚六丁目 19 番 1 号 

2 五反野公園 青井三丁目 5 番 22 号 

3 弘道中央公園 弘道二丁目 3 番 5 号 

4 弘道第二公園 弘道二丁目 8 番 1 号 

5 舎人三号公園 入谷七丁目 12 番 29 号 

6 舎人四号公園 入谷九丁目 9 番 15 号 

7 舎人十号公園 入谷一丁目 18 番 1 号 

8 伊興ファミリー公園 伊興五丁目 21 番 

9 新田稲荷公園 新田一丁目 8 番 5 号 

10 上沼田どんぐり公園 弘北三丁目 23 番 18 号 

11 一ツ家第一公園 一ツ家四丁目 16 番 1 号 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

 

効   果 

総合案内板のピクトサインやイラストのデザインを改良し、よりわかりやすくなった。 
建て替えしない公園トイレも、公園の出入口から公園トイレまで、アスファルト舗装

による園路を整備し、点字ブロックの誘導、手摺の設置をしたことで、より使いやすく
なった。 

建て替えする公園トイレの点字誘導ブロックは、公園出入口より単純経路による
だれでもトイレ、小便器の各ブースへの誘導とした。 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した公共施設を整備する 3 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 資産管理部営繕管理課 

内   容 

【実施場所】 

東和地域学習センター、興本地域学習センター、神明住区センター、 

江南センター（新築） 

【ユニバーサルデザインに対して追加した視点、従前からの改善点等】 

・小台・宮城地区公共施設新築工事（江南センター）においては、設計委託時に障

がい者団体等に対しレビューを実施し、要望等をできる限り取り入れた施設とした。 

 

 ① 東和地域学習センター 

     多言語表記総合案内板            多言語表記館内サイン 

 

 

 

 

 

 

 

                                 多言語表記案内板 

 

 

階段室二段手摺 

 

 

 

出入口 1/20 スロープ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 ② 神明住区センター 

 

   語表記館内サイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               階段室二段手摺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

評価方法としては、工事完了後、1 年または 2 年目に行う経年調査や毎年行う
施設定期点検等で、その後の状況を施設主管課より聴取している。 

 

  



 

件  名  番 号 

本庁舎車いす優先駐車スペース拡張 4 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 資産管理部庁舎管理課 

内   容 

 

〇本庁舎地下２階の車いす優先駐車スペース１か所を拡張 

 

現在、本庁舎地下２階の車いす優先の駐車場５台分全てが前後左右、特に左

右両側の十分な乗降スペースがなく乗降に困難がある場合があった。 

柱等、構造上、全てのスペースを拡張することができなかったため、本庁舎出入

り口に近い部分を左右の乗降だけではなく２台分合わせて広いスペースへ改修し

た。これにより、後部リフトの乗降や運転手の移動も容易に行うことができるようにな

った。 

 

 

 

 

 

 

【改修後】 

 

【改修前】 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
足立区バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区）策定の際に、区民による本庁

舎点検を実施し、いただいた意見について改善を行った。 

 

  



 

件  名  番 号 

庁舎ホールトイレ改修 5 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 資産管理部庁舎管理課 

内   容 

① 庁舎ホールだれでもトイレ改修による機能追加 

・オストメイト機能追加 

・ベビーキープ設置 

・１．５ｍの多目的シート設置 

・ウォシュレットの新設 

・便座後部に背もたれ設置 

・手洗い場の自動水栓新設 

・非常呼び出しボタン新設 

・手すりの設置 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
平成２８年度の北館トイレにつづいて、庁舎ホールトイレについてもユニバーサル

デザインのトイレを設置することができた。 

  



 

件  名  番 号 

本庁舎の視覚障害者誘導用ブロック整備 6 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 資産管理部庁舎管理課 

内   容 

○本庁舎外周 

庁舎各エントランスから東側区道への誘導を実施。 

庁舎各エントランスから東側区道への点字誘導を実施。 

工事課が行う東側区道から足立福祉事務所までの点字ブロックと接続し、庁舎
各エントランスから足立福祉事務所までの点字ブロックによる誘導が可能となった。 

 

○庁舎内エントランス 

白い床の上に銀色の点字ブロックを設置していたため、見分けがつきにくい状態
であったが、黄色のブロックに付け替えを行い見分けが付かない状態を解消した。 

 

東側区道への誘導           庁舎内ブロック付替え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

都市建設部で足立福祉事務所から本庁舎周辺までの誘導用ブロック整備を行っ
ている。本庁舎敷地内の誘導用ブロックもつなげることにより足立福祉事務所への誘
導や周辺歩行がより安全に行うことができる。 

  



 

 

件  名  番 号 

足立福祉事務所の部分改修 7 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 福祉部足立福祉事務所生活保護指導課 

内   容 

足立福祉事務所の部分改修 

【ユニバーサルデザインに対して追加した視点、従前からの改善点等】 

 

○視覚障害者誘導用ブロックの改善 

 

足立福祉事務所２階３階の受付カウンター前の

視覚障害者誘導用ブロックが短かったため、ブロック

をカウンターの直前まで延長した。 

 

 

 

 

 

○筆談用具がある旨の表示の設置 

 

筆談ボードを見えるところ置いていなかったため、

お客様の目に留まりやすくなるよう、カウンターに常

時設置し、案内文も用意した。 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

障がい者や高齢者等だれもがスムーズに受付をすることが可能になった。 

今後も、ユニバーサルデザインに配慮した案内サインを推進していく。 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した公共施設を整備する 8 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 子ども家庭部子ども施設運営課 

内   容 

【ユニバーサルデザインに対して追加した視点、従前からの改善点等】 

下記の和便器を洋便器へ改修を行った。（９施設 １７台） 

緑町保育園 ２台、新田わかば保育園 ２台、北保木間保育園 １台、 

梅田保育園 ２台、宮城保育園 ３台、本木東保育園 ２台、 

加賀保育園 ３台、大谷田第一保育園 １台 鹿浜こども園第二園舎 １台 

 

【改修事例】 

緑町保育園（２台）               北保木間保育園（１台）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加賀保育園（３台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

【改善のための評価方法】 

これまで高齢の方や足の不自由な方に利用しづらいトイレだったが、運動会や保

護者会等の際に快適に利用していだいている。 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した公共施設を整備 9 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 学校運営部学校施設課 （学校教育部学校施設課） 

内   容 

鹿浜菜の花中学校新築工事において、ユニバーサルデザインに配慮した施設整

備を実施した。 

昇降口のバリアフリー化           だれでもトイレ 

  

 

 

 

 

エレベーター               車いす利用可能なトイレ・廊下の洗面台 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

鹿浜菜の花中学校新築工事において、昇降口等のバリアフリー化、だれでもトイ
レ・エレベーターの設置を実施した。 

また、トイレや廊下の洗面台を車いす利用可能とした。生徒が安全かつ安心して
過ごせ、地域や避難時にも利用しやすい施設となった。 

  

 

 

 



 

件  名  番 号 

「公共施設等整備基準 事前協議」の実施 10 

関 連 施 策 
くらし 

１－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 都市建設部都市計画課 

内   容 

 

各施設整備の事前協議においては、「足立区公共施設等整備基準」に基づき、対

象項目・協議先チェック表を活用して、関係各課と協議をしている。 

ユニバーサルデザインに関しては、「ユニバーサルデザイン導入チェックリスト」を活

用しながら協議をし、指導している。 

 

 

平成 29 年度 足立区公共施設等整備基準 事前協議内訳 

番号 名 称 備 考 

1 都営辰沼町アパート増築 公共住宅 

2 都営南花畑四丁目団地新築 A 棟 公共住宅 

3 都営南花畑四丁目団地新築 B 棟 公共住宅 

4 都営住宅花畑七丁目新築 公共住宅 

5 江北四丁目地区公園整備 公共施設等 

6 加平ポンプ所発電機棟増築 公共建築物 

7 みやぎ水再生センター汚泥処理施設再構築工事 公共建築物 

8 伊興五丁目公園整備 公共施設等 

9 西新井本町公園新設 公共施設等 

10 神明南材料置場外壁改修 公共建築物 

11 UR 竹の塚第一 9 号棟他 15 棟外壁改修 公共住宅 

12 都営住宅新田一丁目工事 公共住宅 

13 あやせ保育園新築 公共的建築物等 

14 新田西学童保育室新築 公共的建築物等 

15 梅田ポンプ所新築 公共建築物 

16 都営住宅鹿浜二丁目新築 公共住宅 

17 西保木間複合施設外壁改修 公共建築物 

18 都営江北三丁目アパート外壁改修 公共住宅 

19 都営住宅江北四丁目工事 公共住宅 

20 西新井警察署本木交番改築 公共施設等 

21 関原一丁目コミュニティ住宅外壁改修 公共住宅 

22 都営青井三丁目第 3 アパート外壁改修 公共住宅 

23 UR 竹の塚第一 9 号棟他 15 棟外壁改修 公共住宅 

24 宮城水再生センター汚泥処理施設新築 公共建築物 

25 北綾瀬自転車駐車場他１ヶ所整備 公共的建築物等 



 

26 都営青井四丁目第２アパート外壁改修 公共住宅 

27 神明一丁目公園整備 公共施設等 

28 都営住宅弘道二丁目新築 公共住宅 

29 都営住宅弘道二丁目新築 公共住宅 

30 都営西保木間三丁目第２アパート外壁改修 公共住宅 

31 都営西綾瀬四丁目アパート外壁改修 公共住宅 

32 神明障がい福祉施設外壁改修 公共施設等 

33 江北四丁目公園工事 公共施設等 

34 大谷田谷中住区センター大規模改修 公共建築物 

35 梅田地域学習センター外装工事 公共建築物 

36 竹の塚第２団地１号棟他２６棟外壁改修 公共住宅 

37 区営伊興五丁目アパート改修 公共住宅 

38 生涯学習センター外壁改修 公共建築物 

39 保塚地域学習センター大規模改修 公共建築物 

40 都営住宅宮城一丁目新築 公共住宅 

 

※民間の宅地開発事業や中高層集合住宅、大規模店舗等の事前協議は、 

開発指導課の所管事務で事前協議を行っている。 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/toshi/kokyoshisetsu.html 

実   績 

効   果 

平成２９年度の足立区公共施設等整備基準の事前協議件数は 40 件である。 
高齢者や障がい者等だれもが利用しやすい施設整備を指導することができ、ユ

ニバーサルデザイン導入チェックリスト適合率は、目標値の９０％を上回る９２％（平
均）を達成した。 

今後とも、「ユニバーサルデザイン導入チェックリスト」に基づき、関係各課と連携
しながら工事担当部局と協議を行っていく。 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した民間施設の整備を促進する 11 

関 連 施 策 
くらし 

１－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 福祉部障がい福祉課 

内   容 

東京都福祉のまちづくり条例では、特定都市施設（都市施設のうち、規則で定め

る種類及び規模のもの）を新設または、改修する場合に、工事着手する日の３０日

前までに、整備基準を踏まえた届出をするよう定めている。（建築確認が必要な施

設については、建築確認に先立って届出が必要） 

届出が整備基準に適合していない場合には、必要な助言・指導を行うことにより、

ユニバーサルデザインに配慮した民間施設の整備を促進している。 

 

●小規模建築物の整備基準について 

生活に身近な店舗等のうち、用途に供する部分の床面積が２００㎡未満のもの

（小規模建築物）については、小規模建築物の実態にあわせた整備基準を設けて

いる。 

※平成２９年度は届出４７件中２７件（約６割）が小規模建築物（コンビニエンススト

ア等の物販店舗や飲食店舗等） 

小規模建築物の整備基準（抜粋） 

出入口 幅 80ｃｍ以上 

車いす使用者が通行の際支障となる段差を設けないこと 

直接地上へ通ずる出入口と利用居室の出入口を結ぶ車

いす使用者が通行可能な経路を確保 

便所 次に掲げる構造の便房を１以上設置 

・腰掛け便座、手すり等を適切に配置 

・車いす使用者が利用することができるような空間の確保 

・直接地上へ通ずる出入口から当該便房までの車いす使

用者が通行可能な経路を確保 

敷地内の通路 幅 120ｃｍ以上 

車いす使用者が通行の際支障となる段差を設けないこと 

※敷地の状況等により整備基準による整備が困難である場合には、管理者の介助

等で対応し、高齢者、障がい者等が利用できるようにする必要がある。 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/machi/machizukuri/jore.html 

実   績 

効   果 

特定都市施設の新設・改修時に、「東京都福祉のまちづくり条例」の整備基準を
踏まえた届出を４７件受理し、必要な指導・助言を行うことにより、ユニバーサルデ
ザインに配慮した民間施設の整備推進を図ることができた。 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した民間施設の整備を促進する 12 

関 連 施 策 
くらし 

1－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 産業経済部産業振興課 （産業経済部中小企業支援課） 

内   容 

【概要】 

区内小規模事業者のうち、足立区で引き続き３年以上事業を営み、かつ区内で

経営改善計画を実行する個人事業主もしくは法人を対象に、経営改善計画の策定

支援と計画実行に対して補助を行う。 

【内容】 

設備等導入費補助コース及び

店舗改修費補助コースの２つのコ

ースで、２分の１助成で上限６０万

円を補助する。 

申請者には、パンフレットを活用

して整備基準を説明した。 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/chusho/shigoto/chushokigyo/yushi-

monozukuri.html 

実   績 

効   果 

店舗改修コースとして１０社が、和式から洋式便所への改修、大きな文字への変
更等による看板設置等を行うことで、ユニバーサルデザインに配慮する仕組みを推
進した。 

  

 

対象者に配付した 

パンフレット 



 

件  名  番 号 

自転車駐車場の多言語標記の案内表示板設置 13 

関 連 施 策 
くらし 

1－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内   容 

北綾瀬南自転車駐車場整備工事において、多言語標記の案内表示板を導入

する（来年度工事予定）。 

ｌ※ 下記の写真は、過去に整備した自転車駐車場の表示板例 

   〔案内看板〕               〔注意看板〕  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           〔配置図看板〕 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
平成３０年度の新設整備する場合、多言語標記の案内表示板を設置すること

で、英語、中国語、韓国語を使用する自転車駐車場の利用者にも対応できる。 

  



 

件  名  番 号 

高齢者・障がい者向け住宅改良事業への支援を行う 14 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑥ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 福祉部障がい福祉課 

内   容 

・ 在宅の障がい者の日常生活を容易なものとするため、住宅の一部を改善する場

合に助成する。 

・ 新築の場合は屋内移動設備の設置のみ対象となる。 

・ ６５歳以上の方は、屋内移動設備のみ本事業の対象となり、それ以外は介護保

険給付での対応となる。 

・ ６５歳未満の介護保険対象者も保険給付が優先されるが、保険給付のみでは不

足する場合、改修前に申請いただくと、介護保険からの給付額を差し引いた額に

ついて助成が受けられる。 

・ 給付種目と対象者、助成額は下表のとおりだが、世帯の課税状況に応じて一部

自己負担額がある。 

 

給付種目 対象者 助成限度額 

小規模住宅改修 学齢児以上６５歳未満で下肢または体幹に

かかる障がいの程度が３級以上、及び補装具

として車いすを交付された内部障がい者（た

だし特殊便器への取替えは上肢障害２級以

上） 

難病で下肢または体幹機能に障がいのある

方 

２００，０００円 

中規模住宅改修 学齢児以上６５歳未満で下肢または体幹に

係る障がいの程度が２級以上、及び補装具と

して車いすを交付された内部障がい者 

６４１，０００円 

屋内移動設備 学齢児以上で上肢、下肢または体幹の機能

障がいを有し、歩行ができない状態で、かつ

障がいの程度が身体障害者手帳１級の方及

び補装具として車いすを交付された内部障が

い者（６５歳以上も対象になる） 

機器本体・付属機器 

９７９，０００円 

設備費 ３５３，０００円 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/techo-jutaku-

setsubi.html 

実   績 

効   果 
在宅の重度障がい者が生活しやすいように住宅を改修することによって、生活の

質を向上し、日常生活の利便を図ることができた。 

  



 

件  名  番 号 

住宅改良助成制度 15 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑥ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 都市建設部建築室住宅課 

内   容 

14 件、1,230 千円の助成実績 

（内訳：戸建住宅及び共同住宅の専用部 8 件、分譲マンションの共用部 6 件） 

 

【住宅改良事例】 

《分譲マンションの共用階段の手すり設置》 

 

 

 

 

 

 

 

《戸建住宅の浴室の段差解消》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【助成対象】 

①自己所有で自己居住の住宅（分譲マンションの専用部分含む） 

②分譲マンションの共用部分 

 

【対象工事】 

住宅改良工事のうち、次の内容を含むもの 

①住宅内のバリアフリー化のため、敷居等の段差解消や手すりを設置する工事 

②多世代同居のための間取り変更工事 

③分譲マンションのエントランスへのスロープ設置や共用階段の手すり設置 

 

【助成要件】 

①同一の改良でこの助成を受けた方のいない世帯 

②特別区民税を滞納していない方 

③段差解消工事・手すりの設置工事は、65 歳以上の方がいない世帯 

（分譲マンションの共用部分を除く） 

 

【助成金額】 

対象工事金額（消費税除く）×20％（限度額 30 万円、千円未満切り捨て）または、

箇所別上限額と比較して低い額 

 

【助成できない工事】 

①新築・改築工事 

②併用住宅で店舗・事務所・作業場の部分 

③介護保険等の他の給付制度を利用する工事 

④申請前に工事を始めている場合 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/juutaku/machi/jutaku/kairyojose.html 

実   績 

効   果 

本事業を活用して、既存住宅をバリアフリーに改良して長く住み続けられるように
支援することで、安全で快適な居住環境の確保に寄与している。また、分譲マンショ
ンの共用部のバリアフリー工事や多世代同居に伴う間取り変更工事に関する助成
制度は、他に類似の助成制度がないため有効である。 

平成 30 年度から区民にとって使いやすい制度となるよう、箇所別上限額の見直
しや申請手続きの簡素化を図り、さらに安全で快適な居住環境を促進する。 

 

  



 

件  名  番 号 

要支援･要介護認定者の住宅改修 16 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑥ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 福祉部介護保険課 

内   容 

 

29 年度の住宅改修費支給実績  2062 件 179,146,232 円 

 

【対象者】 

介護保険の認定で、要支援・要介護と認定された者 

 

【対象工事】 

要支援・要介護認定者の身体状況により、必要と認められた自宅における下記の

工事（*新築・改築は対象外） 

・手すりの取り付け 

・段差や傾斜の解消 

・滑りにくい床材・移動しやすい床材への変更 

・開き戸から引き戸等への扉の取り替え、扉の撤去 

・和式から洋式への便器の取り替え 

・その他これらの各工事に付帯して必要な工事 

 

【利用限度額】 

原則 1 回限り 20 万円まで （1 割または 2 割の利用者負担あり） 

*1 回の改修で 20 万円を使い切らずに数回に分けて使用することも可 

*転居した場合や介護度が著しく高くなった場合、再度支給可 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/kaigo/kurashi/hoken/kaigo-kaishu.html 

実   績 

効   果 

住宅改修により、要支援・要介護認定者の住環境を改善することに貢献し、施設
等に入所することなく、住み慣れた土地・家で、より安全に生活し続けることを可能
にした。 

 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した公営住宅を整備する 17 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑦ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 都市建設部建築室住宅課 

内   容 

ＵＤに対して追加した視点は、区営伊興町前沼アパート 1 号棟及び２号棟の共用

部に対して、エレベーター及びスロープの設置をしたことである。 

改善点としては、道路から住戸までの段差解消ができ、居住環境の改善を達成

することができたことである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
道路から住戸までの段差解消ができたことで、居住者より「高齢になり階段の昇

降が辛かったが、これで買い物等の外出がしやすくなった」等の声をいただいた。 

１号棟 ２号棟 

自
転
車
置
き
場 

EV 

廊 

下 

ベ
ラ
ン
ダ 

住戸 

住戸 

住戸 

住戸 

住戸 

階段 

階段 

住戸 

住戸 

住戸 

住戸 

住戸 

廊 

下 

ベ
ラ
ン
ダ 

通 

路 

通 

路 

受水槽 
自転車置き場 

スロープ 

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 
EV 

階段 

階段 

道 

路 

スロープ 

エレベーター設置状況 



 

件  名  番 号 

駅前における放置自転車対策 18 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑧ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 都市建設部交通対策課 

内   容 

駅前周辺の半径約３００ｍの地域を自転車等放置禁止区域に指定し、自転車駐

車場への誘導等の街頭指導や、長時間放置されている自転車について、警告の札

付け及び撤去活動を実施している。 

 

●主要駅ごとの放置率 

 

放置率＝放置台数／乗入台数（放置台数＋駐輪場内の駐車台数） 

※小数点第２位以下切り捨て 

 

 放置台数 乗入台数 放置率 

北千住駅 ５台 ３，８７２台 ０．１％ 

西新井駅 １４台 ４，７１８台 ０．２％ 

竹ノ塚駅 ４２台 ６，９４１台 ０．６％ 

綾瀬駅 １３台 ７，３４０台 ０．１％ 

                         【平成２９年度東京都調査結果より】 

 

 

 

 

 

【自転車駐車場への誘導】 【放置自転車に警告の付札】 



 

 

●総合自転車対策業務委託の効果 

 

総合自転車対策業務委託とは、放置自転車対策業務と駐輪場の管理運営業

務を一括で業務委託し、この２つの業務をより効率的かつ効果的に行うものである。

総合自転車対策は、特に放置自転車が多かった地区で実施することとなり、平成２

３年度より北千住・五反野地区、平成２５年度より竹の塚・西新井地区で導入した。

その結果、東京都における調査では、区内の駅前自転車放置率について、平成２４

年度から２９年度まで６年連続で２３区最少を達成した。放置自転車台数も年々減

少傾向にあり、総合自転車対策の成果は継続的に上げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区内放置率 区内駅前放置台数 

平成２４年度 ０．５％ １９３台 

平成２５年度 ０．５％ １９５台 

平成２６年度 ０．５％ １９７台 

平成２７年度 ０．５％ １７３台 

平成２８年度 ０．３％ １２０台 

平成２９年度 ０．３％ １１０台 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/kotsu/machi/jitensha/hochi.html 

実   績 

効   果 
東京都による駅前放置自転車の現況と対策調査の結果、駅前における自転車

の放置率は０．３％で、５年連続で２３区最少となった昨年度の数値を維持した。 

 

  



 

件  名  番 号 

障がい者への様々な移動手段を確保する 19 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑩ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 ①、③～⑦福祉部障がい福祉課 

内   容 

① 自分ひとりでは移動（外出）することが困難な障がい者（児）等に対して、ガイドヘ

ルパーを派遣し、障がい者の円滑な社会参加を促進する事業。この事業を利用

することで、障がいの有無にかかわらず外出が容易になり、障がい者（児）の活動

の場が拡がった。 

③ 外出困難な心身障がい者に、日常生活の利便と生活圏の拡大を図るために、

東京２３区・武蔵野市・三鷹市で利用できる福祉タクシー券を交付した。 

④ 身体障がい者が自己もしくは同居する家族の所有する自動車または原動機付

自転車により外出した場合、その燃料費の一部を助成した。 

⑤ 身体の障がいのため、一般の三輪自転車等が利用できない方に対し、身体障

がい者用三輪自転車の購入費等の一部を助成した。 

⑥ 身体・知的障がい者が自動車運転免許を取得する際、費用の一部を助成し

た。 

⑦ 自動車のハンドル、アクセル、ブレーキ等を改造し、四肢のうち２肢に障がいが

あっても自動車の運転ができるようにする事業。「両手のみ動かすことができる」

「両足のみ動かすことができる」「片手と片足のみ動かすことができる」等の障がい

に対して対応が可能。この改造により、障がい者の移動環境が大きく改善し、行

動範囲の拡大につなげた。 

関連する 

ホームページ 

①http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/techo-

nichijo-ido.html 

③http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/waribiki-j-

taxi.html 

④http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/waribiki-j-

nenryohi.html 

⑤http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/techo-

nichijo-sanrin.html 

⑦http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/waribiki-j-

kaizohi.html 

実   績 

効   果 
一般交通機関の利用が困難な障がい者に対し、移動の手段を確保することによ

り、障がい者の社会参加の促進を図ることができた。 

  



 

件  名  番 号 

障がい者への様々な移動手段を確保する 20 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑩ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 ②福祉部障がい福祉センター 

内   容 

 

②自分ひとりでは生活介護施設等に通所することが困難な重度心身障がい者に通

所バスを配車し、日中活動の場への交通手段を提供する事業。１台のバスを複

数の施設で利用することで、効率的な運行を図っている。

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
一般交通機関の利用が困難な障がい者に対し、移動手段を確保することで、障

がい者の社会参加の促進を図ることができた。 

 

  



 

件  名  番 号 

住区センターの案内サインを整備 21 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑪ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 地域のちから推進部住区推進課 

内   容 

【ユニバーサルデザインに対して追加した視点、従前からの改善点等】 

・東和住区センターの大規模改修に伴い、案内板・館内サインをユニバーサルデザ

インや多言語(英語・中国語・韓国語)に対応させた。 

 

●館内サイン(４か国語表記) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●案内サイン(４か国語表記) 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
住区センターに来る外国人の方に対して、わかりやすい案内板を作成した。 

 

  



 

  

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した施設の案内サインを整備する 22 

関 連 施 策 
くらし 

1－⑪ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 地域のちから推進部地域文化課 

内   容 

 

【実施場所：東和地域学習センター】 

 

・館内案内サインの多言語化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
外国人利用者の利便性が高まった。 



 

件  名  番 号 

多言語による館内案内サイン（トイレ周辺）を充実させる 23 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑪ 

関連する基本方針「５つの柱」 

凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 

を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 地域のちから推進部中央図書館 

内   容 

【実施場所：中央図書館内トイレ】 

日本語表示のサインを地域調整課多文化担当により翻訳依頼し、ピクトグラムを

取り入れた多言語化（英語、中国語､韓国語)のサインに変更する。 

 

変更前 

トイレ          禁  煙      スマホ禁止     緊急ブザー 

 

 

 

 

 

 

 

 

変更後 

平成３０年３月よりピクトグラムを取り入れた多言語化のサインに変更した。 

トイレ          禁 煙      スマホ禁止       緊急ブザー 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
中央図書館には外国書コーナーもあり、外国人利用者に対しサービスアップにつ

ながる。 

  



 

 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した 

歩行者系案内サインを整備する 
24 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑫ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 産業経済部産業政策課 

内   容 

北千住駅周辺にある案内サインの修正を行う。 

【修正前】                    【修正後】 

    

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

北千住駅周辺の案内板３基について、施設更新に伴う地図情報の修正を行っ
た。盤面の案内は日本語及び英語の２カ国語で、凡例は中国語及び韓国語を加え
た４カ国語表記としている。 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した 

歩行者系案内サインを整備する 
25 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑫ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●   〇  

所管部課名 都市建設部都市計画課 

内   容 

【ユニバーサルデザインに対して追加した視点、従前からの改善点等】 

 

区内サイン表示内容の修繕を実施し、施設更新や名称変更に伴う、既存サインの

表示内容の時点修正を行った。 

 

〇日暮里・舎人ライナー沿線：１７枚（平成３０年１月から３月事業実施） 

〇六町・千住大橋・梅島周辺： ５枚（（平成３０年１月から３月事業実施） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

扇大橋駅             千住大橋駅 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
区内サイン表示内容の時点修正を行い、多言語や色彩等、ユニバーサルデザイ

ンを考慮した最新の情報に更新した。 

 

  



 

件  名  番 号 

音声情報や触知情報による誘導装置を設置する 26 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑬ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 資産管理部庁舎管理課 

内   容 

 

本庁舎に聴覚障がいのある方に対応した警報器「光警 

報装置」をエレベーターホール、トイレへ設置した。 

平成２８年度１０８か所 平成２９年度１５８か所 

 合計２６６か所 

 

 

 
                                                 他：庁舎ホール通路等 

 

平成２９年度未設置個所５か所（表中の網掛け部分）については、３０年度設置予定 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
高齢者や障がい者がより安心して庁舎を利用できるようになった。 

  



 

件  名  番 号 

音声情報や触知情報による誘導装置を設置する 27 

関 連 施 策 
くらし 

１－⑬ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 資産管理部営繕管理課 

内   容 

【実施場所】 

東和地域学習センター、興本地域学習センター、神明住区センター、 

江南センター（新築）、大谷田障がい福祉施設（光警報のみ） 

【ユニバーサルデザインに対して追加した視点、従前からの改善点等】 

・小台・宮城地区公共施設新築工事においては、設計委託時に障がい者団体等に

対しレビューを実施し、要望等をできる限り取り入れた施設とした。 

 

  東和地域学習センター 

 

 

                               音声誘導案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               音声誘導案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

                               トイレ入口触知サイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               エントランス点字ブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               階段手摺触知サイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

評価方法としては、工事完了後、1 年または 2 年目に行う経年調査や毎年行う
施設定期点検等で、その後の状況を施設主管課より聴取している。 

 

  

 

 

 

 



 

件  名   番 号 

特定事業計画の作成についての回答 28 

関 連 施 策 
くらし 

1－⑮ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

●     

所管部課名 都市建設部ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 

■特定事業計画策定状況 

 

足立区バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区編）に基づく特定事業計画策

定状況を以下に示す。今後は、この特定事業計画に基づき事業主体が施設等の

バリアフリー化を進めていく。 

 
 1 公共交通特定事業    

 整備対象 事業主体 連絡先 特定事業 

 梅島駅 東武鉄道 

株式会社 

鉄道事業本部 

施設部 

未回答 

 五反野駅 未回答 

     

 2 道路特定事業    

 整備対象 事業主体 連絡先 特定事業 

 国道４号 国土交通省 東京国道事務所 未回答 

 環七通り 東京都 補修課 未回答 

 環七南通り 東京都 工事課 未回答 

 五反野 350 号 

足立区 工事課 

- 

 足立 36 号 〇 

 五反野 168 号 - 

 五反野 111 号 - 

 足立 37 号 - 

 梅島 370 号 - 

 足立 31 号 〇 

 梅島 224 号 - 

 梅島 235 号 - 

 足立 35 号 - 

 花畑大橋通り（補 256） 足立区 街路橋りょう課 〇 

     

 3 交通安全特定事業    

 整備対象 事業主体 連絡先 特定事業 

 重点整備地区内 
東京都公安

委員会 
警視庁交通規制課 ○ 

     



 

 4 都市公園特定事業    

 整備対象 事業主体 連絡先 特定事業 

 ベルモント公園 

足立区 公園管理課 

〇 

 青井ふれあい公園 〇 

 梅島公園 〇 

     

 5 建築物特定事業    

 整備対象 事業主体 連絡先 特定事業 

 
足立区役所 

足立区 

庁舎管理課 〇 

 交通対策課 〇 

 エル・ソフィア 
地域文化課 

〇 

 中央本町地域学習センター 〇 

 中央本町住区センター 

住区推進課 

〇 

 栗島住区センター 〇 

 梅島住区センター 〇 

 梅田図書館 中央図書館 〇 

 足立保健所 生活衛生課 〇 

 足立福祉事務所 生活保護指導課 〇 

     

 6 その他の事業    

 整備対象 事業主体 連絡先 特定事業 

 

バス停 
バス事業者 

道路管理者 

都営バス 〇 

 東武バス 未回答 

 交通対策課 - 

「-」は、機会を捉えて作成するとの回答あり 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/machizukuri/barrier-free.html 

実   績 

効   果 

今後も、足立区バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区編）に基づき、各施設

管理者に協力を働きかけていく。 

 

  



 

 

件  名  番 号 

区内事業者が行う 

ユニバーサルデザイン関連製品づくりを促進する 
29 

関 連 施 策 
くらし 

２－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

 ●    

所管部課名 産業経済部産業振興課 （産業経済部中小企業支援課） 

内   容 

【あだち新製品開発講座】 

あだち新製品開発講座では、自社の得意分野を生かした独自製品を開発する

製品を開発するために、４月から９か月間に渡って、開発方法、権利の守り方、プレ

ゼン方法等を実践的に学ぶ講座を実施している。 

平成３０年２月２３日、次年度の参加企業募集のためのプレセミナーにおいて、ユ

ニバーサルデザイン担当課と連携し、ユニバーサルデザインの理念について説明や

関連製品の紹介を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

【周知関連】 

産学連携事業やマッチングクリエイターが主催するビジネス交流会において、ユ

ニバーサルデザインのパンフレットを配布し、周知を図った。 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/chusho/sanngakutop.html 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/chusho/shigoto/nyusatsu/jigyosha-

matching.html 

実   績 

効   果 
あだち新製品開発講座では、各参加企業がユニバーサルデザインに配慮した製

品開発を行った。 

  

各企業のディスカッション風景 



 

件  名  番 号 

区内事業者の 

ユニバーサルデザイン関連製品の普及を支援する 
30 

関 連 施 策 
もの 

２－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

 ●    

所管部課名 産業経済部産業振興課 

内   容 

【ユニバーサルデザインに対して追加した視点、従前からの改善点等】 

 

●区内企業の PR の場として、東京ビッ

クサイトで実施の「ｲﾝﾃﾘｱﾗｲﾌｽﾀｲ

ﾙ」、「東京ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｷﾞﾌﾄｼｮｰ」、

「産業交流展」のほか、新たに「機械

要素技術展」に出展した。出展支援

として、ブースの確保や出展経費の

助成を行っている。 

 

 

 

 

 

●平成 29 年度からは、上記展示会に

出展する企業に対して、展示会出

展に向けて、製品の魅力的な展示

方法や製品についてのﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮ

ﾝ力を高める方法の事前研修を行っ

た。また、第三者が出展企業の評価

を行う方法も取り入れ、より効果の上

がる展示会となるよう努めた。 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/s-shinko/shigoto/shogyo/brand-toha.html 

実   績 

効   果 

出展経費助成等の出展支援を行うことで、各出展企業が展示会に出展しやすい
環境をつくることができた。 

展示会出展に向けた事前研修の実施や第三者による評価内容を各企業にフィ
ードバックすることにより、出展企業の意識が変わり、ブースにおける装飾等に工夫
があらわれてきた。 

  

 

＜展示会の様子＞ 

 

＜事前研修の様子＞ 



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザイン関連製品の展示 31 

関 連 施 策 
もの 

２－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

 ●    

所管部課名 都市建設部ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 

■中学生職場体験学習 

日程：９月２６・２７日、１１月２１・２２日 

場所：足立区役所都市計画課打合せコーナー 

見学者：５名 

内容：職場体験に来た中学生に対して、ユニバーサルデザイン担当の業務を 

紹介するとともに、ユニバーサルデザイン製品を実際に触れてもらうことで、 

より分かりやすくユニバーサルデザインとは何か理解してもらうことができた。 

 

■障がい者週間アート展 

日程：１２月２日～８日 

場所：足立区役所アトリウム 

見学者：約１００名 

内容：展示期間が長く、職員が常駐 

できなかったため、シールによる 

簡単なアンケートを実施。 

 

■ユニバーサルデザインのまちづくり講演会 

日程：１月２３日 

場所：足立区役所庁舎ホール前 

見学者：約３００名 

内容：講演会会場前にて展示。 

ユニバーサルデザイン製品を 

実際に触れていただいた。 

 

■障害者差別解消法に係る職員研修会 

日程：１月２４日 

場所：足立区役所庁舎ホール前 

見学者：約３００名 

内容：上記の講演会と同様、会場前にて展示。 

 

 

 

 



 

 

■製品開発講座（プレセミナー） 

日程：２月２３日 

場所：あだち産業センター 

見学者：１７名 

内容：ユニバーサルデザイン製品について 

 

■社会福祉講座 

日程：３月１７日 

場所:障がい福祉センターあしすと 

見学者：５０名 

内容：区が実施しているユニバーサルデザインについて 

ユニバーサルデザイン製品について 

 

  
【ユニバーサルデザイン製品】 

 

  
【段差模型】 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

様々な機会を捉えて、ユニバーサルデザイン製品の啓発を通じて、ユニバーサ

ルデザインの考え方の理解を深めていただくことができた。 

 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインのまちづくり講演会 32 

関 連 施 策 
ひと 

３－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

所管部課名 都市建設部ユニバーサルデザイン担当課 （総務部総務課） 

内   容 

 足立区ユニバーサルデザインのまちづくり条例の施行（平成２４年１２月）に伴い、

ユニバーサルデザインへの理解を深めるため講演会を開催した。 

【日程】 

平成３０年１月２３日 

【内容】 

・先進企業（(株)イトーキ）の取り組みについて 

・ユニバーサルデザイン商品の展示 

【テーマ】 

「“使いやすい”から“健康”へ ～イトーキが考えるユニバーサルデザインの進化～」 

（株）イトーキ Ｕｄ＆Ｅｃｏソリューション開発分 部長 八木 佳子 様 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/universaldesign-pamflet.html 

実   績 

効   果 

職員(２１４名)、他区職員(１１名)、区民(３名)、ユニバーサルデザイン推進会議
委員(３名)の参加があった。 

先進企業((株)イトーキ)より講師を迎え、取り組み事例を具体的に紹介すること
で、ユニバーサルデザインを身近に感じてもらう、理解を深める一助となった。 

ユニバーサルデザイン商品の展示を行い、実際に触れてもらい、試してもらった。 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザイン出張講座を実施する 33 

関 連 施 策 
ひと 

３－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

所管部課名 都市建設部ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 

【児童向け】 

■出張講座 「みんなでつくろう！ユニバーサルデザインのまち」の実施 

 

平成２９年９月１３日 

本木小学校 ６年１組、２組 

計：６４名 

平成２９年１０月３１日 

東伊興小学校 ５年１組、２組、３組 

計：８８名 

平成２９年１２月１３日 

北鹿浜小学校 ５年１組、２組 

計：６２名 

平成３０年１月２５日 

舎人第一小学校 ５年１組、２組、３組 

計：８３名 

 

【一般向け】 

■新製品開発講座（プレセミナー） 

平成３０年２月２３日 

１７名参加 

ユニバーサルデザイン製品について 

 

■社会福祉講座 

平成３０年３月１７日 

４５名参加 

区が実施しているユニバーサルデザインについて 

ユニバーサルデザイン製品について 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/machizukuri/kokoro-ud.html 

 

講義中・・・（聴く時講義中・・・ （聴く時間） 

グループワーク （作業時間） 



 

実   績 

効   果 

■児童へのアンケート結果 

 

・説明もパワーポイント資料も分かりやすかったです。 

・班で考えて発表したり、すごく考えることができました。 

・クイズ形式でおもしろかったので、楽しく学ぶことができました。 

・ユニバーサルデザインの意味も知ることができて、すごく勉強になりました。 

・もっといろいろなことを聞きたかったので、今度もっと詳しくやりたいです。 

・動画で説明してほしいです。 

・いろいろなところでいろいろな人が利用しやすくするための工夫がされていてびっくり

しました。 

・自分たちが普段なにげなく使っているものもユニバーサルデザインだということが分

かりました。 

・自分たちにも周りの人を助けられることが分かりました。 

・これからももっと心づかいをたくさんしようと思いました。 

・まちで困っている人がいたら見つけたら、助けてあげたいです。 

・心づかいをしていろいろな人が助け合うことが大切だと思いました。 

・今までは何も考えないで生活してきたけど、これからは心づかいをしながら生活して

みようと思いました。 

・ゆずりあい、声かけ、お手伝い、心がけは１回目は恥ずかしいかもしれないけれどそ

の１回目に勇気をもって行動すれば、２回目３回目などは戸惑いなくできると思っ

たので、同情するだけではなく行動にうつすことが大切だと思いました。 

・「みんなが安心して暮らせるまち」という言葉が印象に残りました。 

・ユニバーサルデザインは、ものの使いやすさ以外に心づかいも大切だということが

分かりました。 

・みんなで協力してすてきなユニバーサルデザインのまちをつくっていきたいなと思

います。 

・ユニバーサルデザインという言葉がみんなをつなぐと思います。 

 

 

  



 

件  名  番 号 

児童向けユニバーサルデザイン出張講座のプログラム 34 

関 連 施 策 
ひと 

３－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

所管部課名 都市建設部ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 

■出張講座「みんなでつくろう！ユニバーサルデザインのまち」の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/machizukuri/kokoro-ud.html 



 

実   績 

効   果 

■教師へのアンケート結果 

 

・とてもすてきな講義だったので、ぜひ今後も活用したいです。 

・「思いやり、心づかい」から発信されたユニバーサルデザインを学ぶ機会があり、本

当に学びの多い時間だったと思います。 

・とても分かりやすく、子どもたちもよく理解することができました。 

・子どもたちの反応がとても良かったです。 

・ワークシートがとても分かりやすく、今後の授業でも使用していきたいと思います。 

・質疑応答の時間を入れていただいたので、ありがたかったです。 

・児童の発言を全て肯定的に受け止めていただけて、子どもたちも気持ちよく発言す

ることができました。 

・話を聞く以外の子どもの活動時間をより多く取れるといいかと思いました。 

・子どもの発表に対する反応や話の抑揚がはっきりすると、より良くなると思います。 

・実際のユニバーサルデザインの施設等を写真、映像で見せていただくと学びがもっ

と深まると思いました。 

・体験型や活動型があるといいなと思います。（ユニバーサルデザインの製品、車い

すや目の不自由な方の疑似体験、点字や手話、障がい者との交流等） 

・授業の最後に、子どもたちからの感想を発表させるか理想のまちを考えさせるなど

するといいかなと思いました。 

・ＩＣＴ教材は見やすく、分かりやすいという良い点と、すぐに消えるという悪い点があ

るので、キーワードとなる言葉や写真等は黒板に貼ると子どもたちも目で見て、学

習がより記憶に残るのではないかと思いました。 

 

 

  



 

件  名   番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した学習環境等を整備する 35 

関 連 施 策 
ひと 

３－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ● ○  

所管部課名 教育指導部教育指導課 （学校教育部教育指導課） 

内   容 

ユニバーサルデザインの導入（だれもが学びやすい環境） 

教室の前面の視覚的刺激を取り除くことで、集中力を高

め、学習への興味を高められるようにした。 

また、掲示物等のデザインを見やすい配色に統一するよ

う働きかけている。 
 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜視覚支援の例＞ 

   

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

 

効   果 

黒板の全面をスッキリさせて、授業中の児童の集中力がアップした。 
全校で掲示方法、掲示場所を統一したことで、児童にとって便利で分かりやすい

教室環境になった。 

  

学習環境のユニバ

ーサルデザイン化 



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザイン庁内推進委員会の実施 36 

関 連 施 策 
ひと 

３－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

所管部課名 
都市建設部都市計画課、ユニバーサルデザイン担当課、 

総務部総務課、福祉部障がい福祉課 

内   容 

 

庁内の各部・室より１８名の職員を庁内推進委員とし、全４回にわたりユニバーサ

ルデザインについて学習、検討を行った。 

 

■第１回 ガイダンス（平成２９年７月１８日） 

庁内推進委員の活動計画や目的について説明をするとともに、ユニバーサルデ

ザインの基礎知識や足立区が進めるユニバーサルデザインの事例を学んだ。 

 

■第２回 障がい者との意見交換会 

（平成２９年１１月２日） 

足立区障害者団体連合会の協力をいただき、 

様々な障がいを持つ方々の実体験を直接伺う 

ことができ、職員の障がいに対する理解を深める 

ことができた。 

 

■第３回 疑似体験会（平成２９年１２月１８日） 

車いすや高齢者体験キット等を使用し、障がい者や介助者として疑似体験を行

った。その後、グループワークを行い、感じたことや今後の改善方法を共有した。 

 

 

 

 

 

 

 

車いす体験          全盲体験          高齢者体験 

 

■第４回 啓発活動検討会（平成３０年２月１日） 

グループワークの中で、各職場での問題点等について意見交換し、実際に何に

ついて、誰が困っていて、どのような改善ができるかを考えることができた。 

関連する 

ホームページ 
なし 



 

実   績 

効   果 

 

■庁内推進委員会後のアンケート（抜粋） 

 

【第１回】 

ユニバーサルデザインについて無知であったが、配布資料の具体例がわかりやす

く理解することができました。また、実際にモノに触れることができたので理解が深ま

りました。 

 

【第２回】 

様々な障がいの方の話を聞く事ができ、障がいに対する理解を深めることができ

ました。多くの方が日常に不満を抱えていることがわかり、障がい者の方に対して気

遣いが必要なのだと感じました。 

 

【第３回】 

全盲・妊婦・高齢者・車いすの体験をすることで、ユニバーサルデザインの大切さ

をより強く認識することができました。今回は貴重な体験ができて良かったです。 

 

【第４回】 

グループディスカッションを通して他部署の方が感じている問題を共有し、自分と

は違った目線で UD について考えることができ、勉強になりました。 

 

 

 

  



 

件  名  番 号 

分かりやすい・伝わりやすい広報物制作 37 

関 連 施 策 
ひと 

３－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

所管部課名 政策経営部広報室シティプロモーション課 

内   容 

■チラシ・ポスター等の広報物制作相談（年間約 400 案件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■チラシ研修（5 回・計 104 名）、カメラ研修（37 名） 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
受講者の満足度が非常に高く、広報物制作に対する意識の高さがうかがえる。 
【アンケート結果】 4 段階満点で平均 3.89 

 

  

どのようにしたら、ターゲットに届く・
伝わる広報物を作れるか、担当者
個別に丁寧に伝える。 

各案件何度アドバイスしたか、デザ
インは所管、シティプロモーション課
どちらが行ったかなど、案件ごとの関
わり度合いを把握すべく、管理表を
作成。 

1 案件に対するアドバイス回数の
減少 ＝職員のスキルアップと捉
えるか、検討する。 

今年度から 

今年度から 

早期に伝わりやすい広報
物制作の意識づけを図る
ため、入区 2、3 年目の職
員が受講する「セレクト研
修」にチラシ研修の内容を
盛り込んだ。 



 

件  名   番 号 

日本語ボランティア教室を支援する 38 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

実施場所：梅田地域学習センター（Ｌ・ソフィア） 

 

区内の日本語ボランティア教室で活動する日本語ボランティアグループを育成す

るため、支援講座を実施した。 

 

第１回 6月 6日 多文化共生社会と地域日本語教育 31人 

第２回 6月13日 日本語教室の機能と日本語ボランティアの役割 31人 

第３回 6月20日 コミュニケーションスキル１ 聴く・待つ 30人 

第４回 6月27日 コミュニケーションスキル２ やさしい日本語 26人 

第５回 7月 7日 活動の方法１ 対話のための活動素材 26人 

第６回 7月14日 活動の方法２ 生活背景と活動素材、居場所づくり 26人 

第７回 7月25日 活動に役立つ知識 日本語の特徴 28人 

第８回 8月 1日 まとめの演習と講座ふりかえり 30人 

 

日本語ボランティアグループの指導能力向上のため、日本語ボランティア教室代

表者の意見も取り入れたカリキュラムを組み、中級講座を実施した。 

 

 実施カリキュラム（申込者数36人） 

第１回 ２月 ２日 発音矯正～伝わる発音 28人 

第２回 ２月 ９日 会話の文型 Ⅰ 29人 

第３回 ２月１６日 会話の文型 Ⅱ 26人 

第４回 ２月２３日 継続的な学習、多人数の学習 25人 

 

（参考） 平成２９年度の登録 

・日本語ボランティア教室 18 教室 

・ボランティア人数 197 名（教室を掛け持ちしている重複者含む） 

日本語ボランティア教室開催数 

18 教室合わせて 729 回 

 

 



 

 

【区の支援体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/chiiki/chiikibunka/shogaigakushu/volunteer.ht

ml 

実   績 

 

効   果 

日本語を学ぶ環境を整えるため、日本語ボランティア教室で活動する新たなボ

ランティアを育成し、日本語ボランティア教室の体制強化に努めた。 
支援講座受講後、日本語ボランティア教室で活動している新たなボランティアを

中心にベテランボランティアも含め、中級講座を開催し、指導力向上を行った。 

 

  

日本語 

ボランティア 

グループ 

日本語 

ボランティア教室 

外国人が日本語を

習得するための 

学習教室 

在留外国人の 

日本語習得を 

支援する団体 

運営 

委託 

足立区 

会場の確保 

補助金の交付 

支援講座 中級講座 

育成講座 

日本語ボランティア

としての知識の習得 

日本語ボランティア 

グループが 

スキルアップするため 

受講 



 

件  名   番 号 

児童や生徒の国際理解教育等の学習を支援する 39 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑥ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

外国の習慣・文化・歴史等の学びを通じて、多様性や違いを理解し視野を拡げる

目的として、外国出身の区民ボランティアを区立学校へ派遣し、自国の文化紹介や

民族音楽を披露してもらった。 

日本が海外で行っている国際貢献活動や開発途上国の現状を知り、世界の実情

を知ることを目的としてＪＩＣＡ講師を派遣し授業を行った。 

 

 

         
 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

実施学校数１8、実施学年数 49、実施クラス数 120、授業を受けた児童数
3,458 人 

児童・生徒が、異文化や国際貢献活動、開発途上国の現状について知り、理解
することで、文化的な違いを認め合い、互いに尊重し合う多文化共生社会への広い
視野を育む機会をつくった。 

 

  

＜外国人ボランティア授業の様子＞ ＜日本の国際貢献活動の授業の様子＞ 



 

件  名   番 号 

「あだち国際まつり」の開催 40 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑦ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

【実施場所：ベルモント公園】 

外国人と日本人が互いの文化を認め合い共に地域の構成員として暮らす多文化

共生を目指す地域づくりの一環として、「あだち国際まつり２０１７」を下記のとおり開

催した。 

 

実施内容 

（１）世界の食・雑貨のテント 

・世界各国の料理、民芸品の販売等 

（２）特設ステージ 

・世界の音楽と踊り、ファッションショー 

・災害への備え及び防犯啓発を日英中の３言語で説明 

（３）陳列館内 

・国際貢献ＮＰＯの展示及び物販 

・日本のこどもあそび、英語紙芝居等 

（４）公園内 

・防災訓練・体験（初期消火訓練・地震体験・煙ハウス） 

・弁護士、行政書士、社労士による外国人のための相談 

・東京電機大学外国人留学生会によるゲーム体験 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

来場者数 約１２，０００人 
日本人区民と外国人区民が共に楽しみ、同じ時間を分かち合い、多様性を受容

して交流を深める機会を設けられた。 
日、英、中の３言語にて防災・防犯に関する知識を周知することができた。 

 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザイン啓発用パンフレットの配布 41 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑧ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ●   

所管部課名 都市建設部ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 

■出張講座 （９/１３、１０/３１、１２/１３、１/２５） 

本木小学校 約７０部、東伊興小学校 約９０部、 

北鹿浜小学校 約７０部、舎人第一小学校 約９０部 

 

 

■中学生職場体験 （９/２６～２７、１１/２１～２２） 

第七中学校 ３部、西新井中学校 ２部 

 

■あだちＮＰＯフェスティバル （１０/１） 

約２０部 

 

■障がい者アート展 （１２/１～１２/８） 

約３０部 

 

 

 

■中小企業支援課の依頼により 

・産学連携交流会 

 ・経営革新セミナー 

 ・技術勉強会 

 ・創業プランコンテスト事前事業計画セミナー にて配布していただいた。 

 

■ユニバーサルデザインのまちづくり講演会 （１/２３） 

約１０部 

 

 

 

■障害者差別解消法の講演会 （１/２４） 

約１０部 

 

■社会福祉講座 （３/１７） 

約４５部 

 

出張講座 

講演会 
庁舎ホール前 

障がい者週間 
展示ブース 



 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/universaldesign-pamflet.html 

実   績 

効   果 

他部署主催の講演会等でも、ユニバーサルデザインに関係しているものであれ

ば、パンフレットを置いていただき、職員や区民の方にユニバーサルデザインについ

て興味を持っていただくことができた。 

出張講座では、小学生や保護者の方、先生方に対してユニバーサルデザインに

ついて考えるきっかけづくりをすることができた。 

 

  



 

件  名  番 号 

文書管理基礎研修でカラーユニバーサルデザインの周知 42 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑨ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ● ○ ○ 

所管部課名 総務部総務課 

内   容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 文書管理基礎研修においてカラーユニバーサルデザインのガイドラインを用い

ながら、内容の周知を図った。 

 

平成２９年６月７日 午前・午後 計２回 

② 外注印刷物作成の際は、外注印刷物作成協議書と共にカラーユニバーサル

デザインチェックリストの記入・提出を求め、より分りやすい印刷物の作成を啓発

した。 



 

 

【参考】 

 

・文字や線の配色について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・見分けにくい色同士の使用方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/somu/ku/kuse/k-k-k-insatsubutsu.html 

実   績 

効   果 

文書管理基礎研修では、バリアントールを活用しながらカラーユニバーサルデザ
インについて基本的な知識を周知することで、職員の意識醸成を図ることができた。 

カラーユニバーサルデザインチェックリストは、外注印刷物作成時に提出を求めて
おり、より分りやすい印刷物作成への理解は浸透している。 

  



 

件  名  番 号 

「カラーユニバーサルデザイン研修」の実施 43 

関 連 施 策 
ひと 

３－⑨ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

  ● ○ ○ 

所管部課名 総務部総務課 

内   容 

【開催日】 平成２９年９月２９日 

【内容】 

グループワークの事例には、過去に区で発行した広報物を取り入れながら 

カラーユニバーサルデザインの実践的な配色方法や検証技術を学んだ。 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/somu/ku/kuse/k-k-k-insatsubutsu.html 

実   績 

効   果 

参加職員からは、「受講前は色覚について意識をすることはあまりなかったが、
受講により色弱者から見えている色の見分けというものが理解できた」といった意見
や、「実際に視覚障がい者が見えている世界を体験することができたことで、色を
意識するにあたって良い発見になった」や「印象を大きく変えなくても十分に配慮し
たものができると体感することができた」といった感想を得た。部の割り当てとして
23 名の参加があり、研修開始からこれまで 100 名の職員が受講している。 

習得した内容を即実践に移せるよう、引き続き講義内容を工夫していく。 

  

【グループワーク】 

【修了証の授与】 

【講師による CUD 基礎の講義】 

【発表】 



 

件  名  番 号 

「足立区公共施設等総合管理計画」の作成 44 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 資産管理部施設再編整備計画担当課 

内   容 

  

●「足立区公共建築物長寿命化指針」に代わり、足立区の公共施設の長寿命化を

図るための長期的な視点にたち、戦略的な公共施設マネジメントの考え方をまとめ

た「足立区公共施設等総合管理計画」を作成した。 

 

●「区民」を対象者として作成した。 

 

●文字は「ゴシック体」を使用し、フォント、太さや大きさに配慮した。 

 

●図等を線で分け、実線・点線で色の区別を明確に区分し、配色は、色弱模擬フィ

ルターで確認しながら作成した。 

 

●公共施設等総合管理計画の区民周知を実施した。 

①全区民事務所管内において町会・自治会説明会（概要版） 

②あだち広報により策定周知 

③区ホームページに掲載（完成版） 

 

●オープンハウス型による街頭説明を行った際に、アンケート調査を実施し、個別

計画策定に向けての参考意見とする。 

①あだち区民まつり  （平成 28 年 10 月 回答数２１６） 

（平成 29 年 10 月 回答数２５７） 

②しょうぶまつり    （平成 29 年  6 月 回答数２２２） 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/zaisan/28sougoukanrikeikaku.html 

実   績 

効   果 
文字（大きさ・字体・間隔・強調）、表記方法や配色に注意し、だれにでも見やす

い印刷物になった。 

 

  



 

件  名  番 号 

展覧会にかかる印刷物のデザイン編集及び製作委託 45 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 地域のちから推進部地域文化課 

内   容 

ຑ美人画名品選 

（１）印刷物作成時に配慮した点 

・重要な情報である開催期間は、

はっきりとした色を使用し、背景に

溶け込まないように配慮した。 

・展示情報をひと目で分かってもら

うために、展示名、開催期間等の

記載を一箇所に集中させた。 

・解説文を全面に掲載するのでは

なく、資料画像を多く使用することで、展示の概要をより伝わりやすくしている。 

（２）周知対象とその対象者に理解してもらうために配慮した点 

・周知対象：高齢者等 

・できるだけ大きな文字を使用した。特にオモテ面のタイトルは、はっきりと見えるよ

うな大きさを意識した。 

 

●高橋廣湖展 

（１）印刷物作成時に配慮した点 

・展示名は白色の字を青色で装

飾し、背景に溶け込まないように

配慮した。 

・解説文を全面に掲載するのでは

なく、資料画像を多く使用するこ

とで、展示の概要をより伝わりや

すくしている。 

（２）周知対象とその対象者に理解してもらうために配慮した点 

・周知対象：高齢者等 



 

・できるだけ大きな文字を使用した。特にオモテ面のタイトルは、はっきりと見えるよ

うな大きさを意識した。 

・「高橋廣湖」とはどのような人物か伝わるようにサブタイトルのほか「岡倉天心も認

めた明治画壇の俊才」と付け加えた。 

 

●寿展 

（１）印刷物作成時に配慮した点 

・背景が黒であるため、資料画像・

文字の色と差がつくようにした。 

・重要な情報である開催期間は、文

字がはっきりわかる配色にし、背景

に溶け込まないように配慮した。 

・解説文を全面に掲載するのではな

く、資料画像を多く使用することで、

展示の概要をより伝わりやすくしている。 

（２）周知対象とその対象者に理解してもらうために配慮した点 

・周知対象：高齢者等 

・できるだけ大きな文字を使用した。 

・認識しやすい明朝体やゴシック体を使用し、読みやすさを意識している。 

 

●谷文晁と二人の文一 

（１）印刷物作成時に配慮した点 

・赤地に白文字で表示することによ

り、タイトルが強調されるようにし

た。 

・展示情報をひと目で分かってもら

うために、展示名、開催期間等の

記載場所を集中させた。 

・解説文を全面に掲載するのでは

なく、資料画像を多く使用すること

で、展示の概要をより伝わりやすくしている。 

（２）周知対象とその対象者に理解してもらうために配慮した点 

・周知対象：高齢者等 

・できるだけ大きな文字を使用した。 



 

・認識しやすい明朝体やゴシック体を使用し、読みやすさを意識している。 

 

●作成にあたってのチェック・確認方法 

館長、係長、学芸員、担当者でチェックしている。 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/hakubutsukan/index.html 

実   績 

効   果 

展示予定資料の写真を多く使用することにより、タイトルや説明文からは想像しにくい展

示の概要が伝わりやすくなった。 

 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した印刷物を作成する 46 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 地域のちから推進部スポーツ振興課 

内    容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 

ゴールボール http://www.city.adachi.tokyo.jp/sports/goalballsenshuken.html 

フットサル 削除済 

実   績 

効   果 
写真とともに、イラストによる競技の説明（裏面）等により、文字だけでは伝えづら

い各スポーツの特徴を表現することができた。 

 

  

【障がい者スポーツ事業】 

２０１７日本ゴールボール選手権大会 

－１１月１８日(土)～１９日(日) 

【観るスポーツ事業】 

関東女子フットサルリーグ in 足立 

－１２月１０日(日) 

障がい者スポーツへの理解・普及啓発、

及び東京2020パラリンピックへ向けた機

運醸成を目的として、同大会を開催 

一流アスリートの競技を身近に観戦する機会の提
供により、区民の心身の健康と生活の質の向上、
運動・スポーツへの関心を高めることを目的とし
て、同リーグ戦を開催 



 

件  名  番 号 

足立区地域経済活性化基本計画の作成 47 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 産業経済部産業政策課 

内   容 

 

足立区地域経済活性化基本計画について、ユニバーサルデザインに配慮して作

成した。 

 

【印刷物の対象者】 

・区内事業者、区民、関係機関、区職員 

 

【対象者に対して工夫しているポイント】 

・文字の大きさは 12 ポイントを基本とした 

・文字の間隔や強調（メリハリ）に配慮した 

・グラフ、図表、写真等を適宜挿入し、読みやすい内容とした 

 

【作成にあたってチェック・確認方法】 

・ユニバーサルデザインに配慮した印刷物ガイドライン、印刷物作成チェックリストに

基づき確認 

・「Eye Labo」を使用し、どのように見えるかを確認しながら作成 

 

【その他】 

・ヘッダーや見出しを付け、読者がどこを読んでいるのか分かりやすいように配慮し

た 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/sangyo/ku/kuse/k-k-s-kasseh21-24.html 

実   績 

効   果 
足立区地域経済活性化基本計画について、文字の大きさや配色に配慮し、だれ

でも見やすい計画書を作成できた。 

 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した印刷物を作成する 48 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 福祉部介護保険課 

内   容 

●介護保険係では、啓発用として「対象年齢到達者に送付するガイドブック」と「元

気応援通信」、及び「窓口等の相談、申請時に使用するパンフレット」の３種を外

部印刷している。 

①ユニバーサルデザインの視点で作られた文字フォント（UD）使用である冊子原版

を選定（出版社）すること 

    *各社から冊子見本を取り寄せ、文字・配色・構成について比較検討 

②文字は大きく、イラストを多用して読みやすく分かりやすくすること 

③メディアユニバーサルデザイン（MUD）認証を取得した冊子に準じた配色で作成す

ること 

など、高齢者や色覚障がい者が見やすく分かりやすい工夫をしており、大幅に変更

はしないが、印刷物発注の度に、見直し改善している。 

●介護保険料決定通知書同封チラシ「介護だより」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今年度は被保険者全員に配布する冊子「介護だより」を全面的に刷新し、高齢
者に見やすいような配色、配置、文字フォント、イラストを使用し作成した。 

■この他にも、封筒４種類、保険料決定通知書４種類（仮賦課３種類／本賦課１種
類）、保険料納付書等を印刷している。 

■介護だよりの刷新にもあるよう、高齢者が見やすく、理解しやすいような文章表現
に留意し作成した。 

関連する 

ホームページ 
 なし 

  



 

実   績 

効   果 

ユニバーサルデザイン採用の冊子原版をベースにすることで、限られたページ構

成での掲載する情報の整理や、見やすく分かりやすい文字配置と配色バランス等が

身についた。 

矢印を使用したことで、視線の導線を確保でき高齢者でも理解しやすいよう配慮

した。 

介護だよりに関しての分かりづらい、読みづらいといった苦情はほぼ聞こえなかっ

たため、一定の成果はあったものと考えている。 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した印刷物を作成する 49 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 衛生部こころとからだの健康づくり課 

内   容 

 

 

【対象者】 

足立区民 

 

【対象者に対して工夫しているポイント】 

理解しやすいデザインを心掛け、１番に

ＰＲしたい部分には目立つ色を使うなど

の工夫をしている。 

文字も大きさに注意を払い、極力大き

なフォントを使用するなど、高齢者への

配慮も考えながら作成している。 

 

【作成にあたってチェック・確認方法】 

業者から届いた原稿を、課内でチェッ

クし、デザイン・配色ともに不備がないか

作成の都度、確認している。 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

ＵＤに配慮して作成することで、「見やすい」・「わかりやすい」印刷物に仕上がって
いる。 

過去に庁内でのポスターコンクールで表彰を受けるなど、成果が出ている。 

 

  



 

 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインに配慮した印刷物を作成 50 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 環境部環境政策課 

内   容 

イベントの告知及び環境に関する区民の意識啓発のため、ポスターやチラシを作

成している。また、環境学習資料を作成し、小学校生へ配布している。作成にあた

っては、ユニバーサルデザインに配慮した印刷物作成ガイドラインのチェックリストを

活用し、だれもが見やすくわかりやすい印刷物の作成に努めている。 

【主な発行印刷物】 

地球環境フェア２０１７ポスター、チラシ／クールビズポスター／ 

ウォームビズポスター／夏休み子どもエコプロジェクト 

     

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
配色や文字の大きさに配慮し、見やすくわかりやすい印刷物に仕上がり、イベント

では集客に効果があった。 

 

  



 

件  名  番 号 

「資源の出し方・ごみの出し方」の作成 51 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 環境部ごみ減量推進課 

内   容 

ごみの分別リーフレットを作成し、全戸配布した。 

仕様書にカラーユニバーサルデザインに準拠した配色及びデザインにすることを

明記し、事業者に遵守を求めた。 

 

 【表面】                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                【裏面】 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/gomi/kurashi/kankyo/gomi-

wakekata.html#rihuretto 

実   績 

効   果 
カラーユニバーサルデザインに配慮し、文字を大きくしたり、イラストを多用したり

することで、内容が理解しやすい印刷物になった。 

 

  



 

件  名  番 号 

都市計画図Ⅰ、Ⅱの作成 52 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

○   ●  

所管部課名 都市建設部都市計画課 

内   容 

平成３０年４月現在の都市計画図Ⅰ、Ⅱを作成した。 

都市計画図は多くのカラーを使用しており、色覚に障がいのある方でも見やすい

配色になるようにするとともに、背景の線と文字が重ならないようレイアウトに配慮し

た。また、裏面を使用することで、文字サイズを大きくし、情報を一覧に整理すること

で見やすくなるようにした。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【足立区都市計画図Ⅰ】         【足立区都市計画図Ⅱ】 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/toshi/zu.html 

実   績 

効   果 
都市計画図は多くのカラーを使用するため、バリアントールや色覚テストを実施す

ることによって、色覚に障がいのある方でも見やすい都市計画図を作成できた。 

 

  



 

件  名  番 号 

景観まちづくり通信 あだまち散歩の作成 53 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

〇   ●  

所管部課名 都市建設部都市計画課 

内   容 

景観まちづくり通信第３号 あだまち散歩の印刷・作成 

地域の景観にある背景（その地域の歴史やあまり知られていない情報等）を伝

え、区民により景観に関心や親しみを抱いていただくため発行している。従来のＡ３

二つ折を持ち歩くという前提でＡ３四つ折りにした。また、バッグに入れて持ち歩く

際、二つ折にしても見映えが良いように写真・文字を配置した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表面） 

 

          （裏面） 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/adamachisanpo.html 

実   績 

効   果 
景観まちづくり通信「あだまち散歩」を発行し、駅や区民事務所への配布を行い、

広く区民に周知を行った。 

 

  



 

件  名  番 号 

足立区都市景観審議会区民委員募集 

ポスター、チラシの作成 
54 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

〇   ●  

所管部課名 都市建設部都市計画課 

内   容 

【ユニバーサルデザインに対して追加した視点、従前からの改善点等】 

足立区景観審議会区民委員募集ポスター、チラシの印刷・作成した。 

・あだち広報（１１月２５日号）、足立区ホームページ、ＳＮＳ（fecebook、twitter）へ
の掲載、地域学習センター、区民事務所、住区センター、主要駅、都市計画課窓
口及び関係課窓口等において募集のチラシの掲示・配布により周知を行った。 

・ポスター写真には、過去、景観審議会の協議案件で、景観に配慮した住宅街で、
無電柱化を実施するなど景観とバリアフリーに配慮した事例を採用した。 

・保育付き（審議会中は小さなお子さんを預かります）の表示により、子育て中の方
等幅広く募集に努めた。 

        
ポスター：（表）               ポスター（裏） 

 



 

        
チラシ：（表）                チラシ（裏） 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/kekan/shingikai.html 

実   績 

効   果 

【改善のための評価方法】 

例年に比べ応募件数が増加した。（募集人数３名のところ応募者１０名） 

  



 

件  名   番 号 

保育施設４月入所申込周知ポスターの作成について 55 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 子ども家庭部子ども施設入園課 

内   容 

平成３０年度保育施設４月入所申込みについて期間・申込受付場所の周知のた

めにポスターを作成、掲載した。 

シティプロモーション課との協議・指導をもとにデザインをした。 

重要な情報である申込期間・受付場所等の周知を中心に、より見えやすく、わか

りやすいポスターになることを目標に作成した。 

また、施設別に２種類のポスターとし、並べて掲出することを想定してひと目で違

うものだと認識できるよう大きさを変えて作成した。 

 

 

 
関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
申請期間・受付場所をわかりやすく周知をすることができた。 
色弱者にとっても見やすい配色のポスターを作成することができた。 

  

サイズ：Ｂ３ 
サイズ：Ａ３ 



 

件  名  番 号 

足立区議会広報紙「区議会だより」の作成 56 

関 連 施 策 
情報 

４－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 区議会事務局 

内   容 

議会広報紙として定例会号・臨時会号・新年号と年 6 回各 33 万部強発行のう

え、各戸配布している。記事の作成時には、紙面内の表現の統一、難しい用語の解

説、イラストや写真の挿入箇所に配慮し、読みやすい紙面づくりに努めている。 

今年度は、文字だけで掲載していた傍聴案内を写真を効果的に使用した「すごろ

く形式」での掲載方法に変更したほか、予算と決算審査の流れを具体的にイメージ

できるようイラストや配色を工夫して掲載するなど、固定化していた記事を改善する

ことで、より見やすい紙面となるよう工夫した。 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.gikai-adachi.jp/tayori/index.html 

実   績 

効   果 

発行後、区民から「紙面が良くなった」と評価をいただいた。 
今後もより読みやすくわかりやすい紙面とするため、引き続き議会事務局として調

査・研究のうえ、足立区議会広報委員会に提案を行っていく。 

 

  



 

件  名  番 号 

聴覚障がい者に対してコミュニケーション手段を支援する 57 

関 連 施 策 
情報 

４－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 福祉部障がい福祉課 

内   容 

  

聴覚障がい者が、通院等で意思疎通を図るのに困難な状況にある場合、手話通

訳者または要約筆記者を派遣する。社会福祉協議会に手話通訳者の派遣事業を

委託し、東京手話通訳等派遣センターには、手話通訳者または要約筆記者の派

遣事業を委託している。 

 

平成 29 年度の実績として、足立区社会福祉協議会が 1715 件、東京手話通訳

等派遣センターが 630 件であった。平成 28 年度と比較して手話通訳者派遣件数

は、増加傾向であり、前年を上回った。また、要約筆記者派遣件数においても、

148 件と、平成 28 年度より増加した。 

 

携帯型難聴用磁気ループの貸し出し件数については、10 件であり、前年度の実

績数と同数であった。 

 

 聴覚障がい者への支援体制を充実させるため、社会福祉協議会に委託している

日常的手話通訳者派遣事業について、平成 29 年度から手話通訳者の活動に交

通費も支給し、手話通訳者の人材の確保及び派遣機会の拡大を図った。 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/shogai/fukushi-kenko/shinshin/service-c-

shuwa.html 

実   績 

効   果 
手話通訳者及び要約筆記者の派遣は、派遣実績数は増加傾向で前年を上回

る見込みであり、聴覚障がい者の社会参加が促進された。 

 

  



 

件  名  番 号 

あだち広報製作事業 58 

関 連 施 策 
情報 

４－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

 ○  ●  

所管部課名 政策経営部広報室報道広報課 

内   容 

全ての発行号において、カラーユニバーサルデザインに関連するチェックや読み

やすさを高めるための対応を行っている。 

【読みやすさを高めるための対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
⇒「ホッとく？」部分が背景色と同化していたため、文字色を際立たせた （左：修正前、右：修正後） 

 

【写真表現の有効性やレイアウトの完成度の高さを評価】 

 

 

（平成 29 年 10 月 10 日号 1 面） 

 

平成 29 年度 東京都広報コンクール 

一枚写真の部 二席（都内 3 位）を獲得した 
 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/ku/koho/ichiran/index.html 

実   績 

効   果 
平成２９年度に発行したあだち広報全号について、文字や色味に関する意見や

苦情等を受けなかった。 

  



 

件  名  番 号 

新サイト内検索サービス導入による情報探索性の強化 59 

関 連 施 策 
情報 

４－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 政策経営部広報室報道広報課 

内   容 

区公式ホームページにおいて目的とする情報をより探しやすくするためにサイト

内検索機能を強化した。 

 

１ 主な変更点（次頁参照） 

（１）検索窓に文字を入力すると、ホームページ内で出現頻度の高い順に候補の

キーワードを表示する機能を追加。 

【例】検索窓に「まいな」と入力 

→「マイナス」「マイナンバー」「マイナンバーカード」 

等、候補のキーワードが表示される。 

（２）検索ワードが間違っている可能性が高い場合、正しいと推測されるキーワード

が自動表示される機能を追加。 

【例】「マイナンナー」で検索 

→検索結果に「もしかしてマイナンバーのことですか？」 

と表示される。 

（３）検索結果を表示後、さらに「暮らし」「防災・防犯」「福祉・健康」等の情報ジャ

ンルに絞り込める機能を追加。 

（４）検索結果画面に表示されるページ一覧に画像を追加。 

（５）検索ワードとともに使用されている頻度の高い単語を表示する「関連検索キ

ーワード」欄を追加。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp 

実   績 

効   果 

「検索キーワード候補表示機能」や「もしかして」等の情報探索を支援する機能が
充実し、ホームページ掲載情報の検索性が向上した。また、検索対象に PDF を追
加することで、パンフレットや帳票等のこれまで検索できなかったファイルも検索でき
るようになった。 

  

検索窓に文字を入力する

と、ホームページ内で出

現頻度の高い順に候補の

キーワードを表示 

検索ワードが間違っている 

可能性が高い場合、候補の 

キーワードを自動表示 

検索結果が画像付で 

表示されるため、一

目で内容が分かる 

情報ジャンルの

絞り込みで目的

の情報を発見し

やすく 

検索ワードと共に使

用されている頻度の

高い単語を表示 



 

件  名  番 号 

足立区議会ホームページの作成 60 

関 連 施 策 
情報 

４－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 区議会事務局 

内   容 

議会日程、議員紹介、議案一覧、本会議録画映像等の情報について議会の動

きにあわせて随時ページの作成、公開を行っている。 

 

動画配信機能の強化として、平成 30 年 3 月から開始した「予算・決算特別委員

会のインターネットライブ中継」の配信ページ等を追加し、平成 30 年第 1 回臨時会

から本会議録画映像がスマートホン・タブレット対応できるよう準備を行った。 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.gikai-adachi.jp 

実   績 

効   果 
インターネットライブ中継、本会議録画映像のスマートホン・タブレット対応の実施

により、利用者の利便性が向上する。 

 

  



 

件  名   番 号 

多言語に対応したホームページや通知等を作成する 61 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

足立区ホームページに英語・中国語・韓国語の自動翻訳システムを導入してい

るが、機械翻訳のままでは記事の７割程度の翻訳精度のため、各言語の相談員

が記事の誤訳をチェック・修正し、翻訳精度を向上させた。 

 

各所管から依頼された翻訳を４７件、計１０５ページ行った。 

 

例：保育ママ利用者の手引き 

 

【日本語】足立区家庭的保育事業のしおり 

【英語】Adachi City Guide for the Home-like Childcare Project 
【中国語】足立区家庭式保育事业指南 

【韓国語】아다치구 가정적 보육사업 안내서 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

 

効   果 

機械による自動翻訳後の英中韓のページを、日々手作業で修正した。 
各課のホームページ掲載記事を英語・中国語・韓国語に翻訳することで、外国

人区民に対して、より正確な区政情報の提供に寄与した。 
各課の作成する通知・配布物等に対して英語・中国語・韓国語への翻訳支援を

することで、区民に対して必要な行政手続きについて情報提供することができた。 
各所管からの翻訳依頼文書を直訳するのではなく、所管課と相談を重ね、より理

解しやすいように文面を変更して翻訳した。 
各課が業者委託で作成した翻訳物についても、翻訳の質及び訳語の確認を依

頼され、意図が伝わる翻訳に努めた。 

 

  



 

件  名  番 号 

多言語に対応したホームページや通知等を作成する 62 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 区民部戸籍住民課 

内   容 

【ユニバーサルデザインに対して追加した視点、従前からの改善点等】 

 

平成２４年７月９日より外国人住民の住民票が作成され、窓口サービス係、各区

民事務所で住民基本台帳法等の各種届出がされるようになった。 

これに伴い、各種異動届出書等の多言語化（英語・中国語・韓国語）を行い、日

本語のできない外国人が窓口に来所した際に使用している。 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 
窓口サービス係、各区民事務所で使用し、日本語のできない外国人が届出をす

る際のコミュニケーション手段として効果をあげている。 

 

  



 

件  名   番 号 

学童保育室入室の案内及びしおりの多言語化 63 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 地域のちから推進部住区推進課 

内   容 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/chiiki/kurashi/sekatsu-mondai/n-
gaikokujin.html 

実   績 

効   果 
翻訳版により外国人の方への通訳がよりスムーズになった。 
説明文を表にまとめたり、項目を太字にしたりすることで見やすくなった。 

  



 

件  名  番 号 

多言語に対応した案内の作成 64 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 衛生部こころとからだの健康づくり課 

内   容 

小学校２年生・４年生・６年生・中学校２年生を対象とした「子どもの健康・生活実

態調査」にかかる通知の中で、多言語に対応した案内を作成した。 

調査対象者の中には、日本語が不自由な外国人の方もいると考えられたため、通

知に「英語」・「韓国語」・「中国語」の翻訳を記載した問い合わせ先を設けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/kokoro/fukushi-kenko/kenko/kodomo-kenko-

chosa.html 

実   績 

効   果 
ＵＤに配慮した通知文を作成したことで、問い合わせ時などに、スムーズに対応す

ることができた。 

 

  



 

件  名  番 号 

多言語に対応した案内の作成（英・中・韓） 65 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 衛生部足立保健所保健予防課 

内   容 

両親ともに外国人で、日本語が理解できない方向けに、母子健康手帳の外国語

版を交付している。 

（英語、中国語、韓国語、タガログ語、スペイン語、ポルトガル語、インドネシア語、

タイ語、ベトナム語） 

 

 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/chiiki/kurashi/sekatsu-mondai/n-

gaikokujin.html 

実   績 

効   果 
平成２９年度交付件数 ６２件（出生後交付も含む） 

 

  



 

 

件  名  番 号 

「資源の出し方・ごみの出し方」ポスター版の多言語化 66 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 環境部ごみ減量推進課 

内   容 

ごみの分別ポスターの外国語版「資源の出し方 ごみの出し方」（日本語、英語、

中国語、韓国語の４か国語併記）を作成した。 

窓口に相談に来られた方や転入手続きをされた方に配布した。 

 

【表面（日本語・英語）】             【裏面（中国語・韓国語）】 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/gomi/kurashi/kankyo/gomi-

wakekata.html#rihuretto 

実   績 

効   果 
イラストを多用することで内容が理解しやすい印刷物になり、外国の方へのごみの

分別方法の周知に寄与した。 

 

  



 

件  名   番 号 

多言語に対応した案内の作成（英・中・韓） 67 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 子ども家庭部子ども施設入園課 

内   容 

新たに保育施設の申込みをする外国人区民に対して外国語版（英・中・韓）の

「保育施設利用申込案内」を作成。 

 
◇英語版「保育施設利用申込案内」◇ 

 
 



 

認可保育所・区立認定こども園の利用が決定している外国人区民に対して外国

語版（英・中・韓）の「認可保育所・区立認定こども園通所のしおり」を作成。 

 
◇英語版「認可保育所・区立認定こども園通所のしおり」◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年度更新し、各認可保育所・区立こども園、子ども施設入園課等で配布してい

る。 

 

【実施場所】 

認可保育所・区立こども園、足立福祉課、子ども施設入園課 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

多言語に対応した案内を作成することで、正確な案内を行うことに役立っている。 
例年通り、特に認可保育所や福祉課（中部を除く）では常時通訳がいないため、

有効に活用できた。 

 

  



 

件  名  番 号 

多言語に対応したホームページや通知等を作成する 68 

関 連 施 策 
情報 

４－⑤ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 子ども家庭部子ども施設入園課 

内   容 

【ユニバーサルデザインに対して追加した視点、従前からの改善点等】 

家庭的保育（保育ママ）が、契約時等に保護者と事業内容の確認のために使用
する「足立区家庭的保育事業のしおり」について、英語、韓国語、中国語のしおりを
作成。 

 

◆英語版「足立区家庭的保育事業のしおり」◆ 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/kodomo-nyuuen/k-kyoiku/kosodate/hoikujo-

mama-shigoto.html 

実   績 

効   果 
多言語のしおりを作成することで、日本語が母国語でない保護者についても制度

の内容を把握することができる。 

 

  

 



 

件  名  番 号 

足立区防災ナビのデザイン変更・機能追加 69 

関 連 施 策 
情報 

４－⑥ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ● 〇 

所管部課名 危機管理部災害対策課 

内   容 

・トップページのメニュー画面に足立区洪水ハザードマップアイコンを追加するととも

に、ハザードマップ上へ浸水の深さの目安及び凡例の追加表示を行い水害情報

の入手に対する利便性を向上させた。 

・学校の統合等に伴う避難所区割りの変更に対応するため、防災マップ掲載データ

の更新を行った。 

・利用者が地図上でどの方向を向いているかを一見して分かるよう携帯端末の向き

を表示させた。 

 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

台風 21 号の影響により水害への注目が高まったため、水害情報の入手方法の
利便性を向上させた結果、平成 29 年末の総ダウンロード数は 31,445 件と平成 28
年度末の 25,750 件から約 5,700 件増加した。 

  



 

件  名   番 号 

外国語での窓口・電話相談を実施する 70 

関 連 施 策 
情報 

４－⑦ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 地域のちから推進部地域調整課 

内   容 

 地域調整課多文化共生担当係の外国人相談窓口及び外国語支援を必要とす

る各課窓口において行った相談の種別内訳は下表のとおり。 

 

在留資格・国籍・帰化 118 件 マイナンバー制度 55 件 

税金 376 件 住居・不動産 129 件 

保育施設 139 件 結婚・離婚相談 29 件 

子育て・親子支援関係 138 件 年金 72 件 

国民健康保険 380 件 労働・労災 32 件 

住民票・戸籍証明等 86 件 生活保護・福祉 38 件 

住民異動関係 119 件 交通事故・損害賠償 2 件 

戸籍届出等 24 件 ＤＶ 1 件 

教育・学校・幼稚園 151 件 臨時給付金等 19 件 

健康・医療 111 件 その他 109 件 

日本語学習 160 件   

 

このほか、通訳ボランティアによる本庁舎内での相談件数は 286 件、出先機関

に派遣しての相談件数は 6 件である。 

全体の相談件数は、前年度から増加し、2580 件であった。 

言語別内容は、中国語 77.6％、英語 10.7％、韓国語 11.7％ 

関連する 

ホームページ 
なし 

実   績 

効   果 

年間で 2,580 件の外国人相談に対応した。 
区役所での手続きについて、３言語にて対応し、日常生活を支援した。 
日本語での意思疎通が十分にできない区民に対して、外国語による支援及び相

談を受け、問題解決を行った。 

  



 

件  名  番 号 

ユニバーサルデザインの周知 71 

関 連 施 策 
情報 

４－⑧ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

   ●  

所管部課名 都市建設部ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 

①個別施策の評価結果の公表 

足立区ユニバーサルデザイン推進計画の 

平成２９年度評価結果を追加した。 

  アクセス数 ： １８９回 

 

②製品の貸し出し 

ユニバーサルデザイン製品の 

貸し出しについて、新規で掲載した。 

  アクセス数 ： ２７０回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

① 



 

 

③出張講座 

小学校高学年を対象に、 

「みんなでつくろう！ユニバーサルデザインのまち」の 

出張講座を実施していることを周知させるため、 

新規で掲載した。 

   アクセス数 ： １２９回 

 

④バリアフリーに関わる取り組み 

足立区バリアフリー推進計画や 

地区別計画について、新規で掲載した。 

   アクセス数 ： １７４回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、全てにおいて関連するページをリンクした。 

 

関連する 

ホームページ 

① http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/universaldesign-hyoukakekka.html 

② http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/udseihinkasidasi.html 

③ http://www.city.adachi.tokyo.jp /toshi/machi/machizukuri/kokoro-ud.html 

④ http://www.city.adachi.tokyo.jp /toshi/machi/machizukuri/barrier-free.html 

実   績 

効   果 

①評価結果を更新することで、区が行っているユニバーサルデザインに配慮した事

業について３年間にわたる改善点等を周知することができた。 

②ユニバーサルデザイン製品を紹介し、周知することができた。 

③昨年度までは校長会のみの周知であったが、ホームページでの案内をしたこと

で、募集日から２週間経たない間に３校から依頼が来た。 

④区が行っているバリアフリーに関する事業について、新規に掲載することで周知す

ることができた。 

関連するページとリンクを張ることで区民がユニバーサルデザインに関する情報を

目にする機会が増えた。 

  

③ 

④ 



 

件  名   番 号 

足立区区民評価委員会による行政評価の実施 72 

関 連 施 策 
しくみ 

５－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ● 

所管部課名 政策経営部政策経営課 

内   容 

足立区区民評価委員会による行政評価の実施 

４月１3 日 

第１回区民評価委員会全体会 

・新委員への委嘱状交付 

・評価委員会の進め方について 等 

４月１9 日 

第２回区民評価委員会全体会 

・評価委員会の評価作業について 

・分科会実施日程について 等 

６月 12 日 ～ ８月 3 日 

区民評価（分科会） 延べ２7 回 

・分科会評価の進め方について 

・ヒアリング時の質問項目等の検討 

・担当課への質疑・応答の形でヒアリングを実施 

・事業評価検討（重点プロジェクト事業、一般事務事業） 

８月２２日 

第３回区民評価委員会全体会 

・各分科会評価の報告・検討 

・区民評価委員会報告書の内容検討 

９月１日 

第４回区民評価委員会全体会 

・区民評価委員会報告書の内容検討 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/sesaku/ku/kuse/gyose-h28-
kuminhyoka.html 

実   績 

効   果 

区が実施した施策や事業について、学識経験者や公募による区民の視点からの
評価を実施することで、評価の客観性を高めるとともに、区民との協働と区政経営
の改革・改善を推進することができた。特に、男性、女性の比率も意識することで、
多様な視点からの評価につながっている。 

行政評価は、区民目線からの「建設的な意見」を行うことをモットーに、区民と行
政の直接の対話を図っており、適正な評価と PDCA サイクルの定着に寄与してい
る。 

  



 

件  名  番 号 

審議会委員等の公募制を推進する 73 

関 連 施 策 
しくみ 

５－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ● 

所管部課名 環境部環境政策課 

内   容 

任期満了に伴う環境審議会委員の改選にあたって、区民委員の一部について

公募を実施した。環境審議会区民公募委員選考基準に基づき、環境審議会公募

委員候補者選考委員会が作文と面接を総合的に評価した。 

今回は、７人から応募があり、３人を環境審議会委員として委嘱した。 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
足立区フェイスブック・ツイッター２０１７年７月２６日、８月１７日 

実   績 

効   果 

作文と面接を評価したことにより、環境について高い関心を持ち、意欲的な区民
を選考することができた。 

年齢、職業、区内在住歴の異なる３人の委員（女性２、男性１）を委嘱でき、環境
審議会において、様々な視点から意見を伺えることが期待できる。 

 

  



 

件  名  番 号 

審議会委員等の公募制を推進する 74 

関 連 施 策 
しくみ 

５－① 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

〇   ○ ● 

所管部課名 都市建設部都市計画課 

内   容 

足立区景観審議会区民委員の公募を平成 29 年 11 月中旬から平成 30 年 1
月 9 日まで実施し、10 名の応募があった。 

・今回、多くの方が応募できるよう対象年齢の引き上げや、論文の字数を変更する
など募集要項の改定を行った。 

・見やすく手に取りやすいような募集チラシを作成し、駅等の新たな配布先にも配架
した。 

 

        
        ポスター（表）                ポスター（裏） 

 

             
チラシ（表）                 チラシ（裏） 



 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/kekan/shingikai.html 

実   績 

効   果 

公募委員に限らず、景観に関心のある区民と協働できるようなプラットフォーム整

理の検討をする。 

  



 

件  名  番 号 

パブリックコメントの実施 75 

関 連 施 策 
しくみ 

５－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ● 

所管部課名 政策経営部政策経営課 

内   容 

14 件のパブリックコメントを実施 

 

【実施内容及び意見募集期間】 

●足立区都市計画マスタープラン（案） 

平成 29 年 5 月 8 日（月）から 6 月 6 日（火）まで 

●足立区住生活基本計画（案） 

平成 29 年 7 月 3 日（月）から 8 月 1 日（火）まで 

●社会保障・税番号制度に係る特定個人情報保護評価書（全項目評価書） 

（再評価案） 

平成 29 年 9 月 1 日（金）から 10 月 2 日（月）まで 

●（仮称）足立区集合住宅の建築及び管理に関する条例（素案）の概要 

平成 29 年 10 月 20 日（金）から 11 月 20 日（月）まで 

●足立区高齢者保健福祉計画・第 7 期介護保険事業計画中間報告（案） 

平成 29 年 11 月 1 日（水）から 11 月 30 日（木）まで 

●足立区自治基本条例の一部改正（案）の概要 

平成 29 年 11 月 13 日（月）から 12 月 12 日（火）まで 

●足立区地区環境整備計画（案） 

平成 29 年 11 月 16 日（木）から 12 月 15 日（金）まで 

●足立区地域防災計画（平成２９年度修正）（案）【震災対策編】【風水害編】 

平成 29 年 11 月 20 日（月）から 12 月 19 日（火）まで 

●足立区地域経済活性化基本計画（案） 

平成 29 年 11 月 24 日（金）から 12 月 25 日（金）まで 

●足立区の「生きる支援」自殺対策計画（仮称）骨子案 

平成 30 年 1 月 4 日（木）から 2 月 2 日（金）まで 

●足立区障がい者計画・第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画中間報

告（案） 

平成 30 年 1 月 15 日（月）から 2 月 13 日（火）まで 

●足立区データヘルス計画改定版（骨子案） 

平成 30 年 1 月 23 日（火）から 2 月 22 日（木）まで 

●足立区パークイノベーション推進計画（案） 

平成 30 年 2 月 1 日（木）から 平成 30 年 3 月 2 日（金） 

●足立区第７次男女共同参画行動計画（案） 

平成 30 年 2 月 28 日（水）から 平成 30 年 3 月 29 日（木） 

 



 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/ku/mado/p-comment/index.html 

実   績 

効   果 

区民生活に広く影響を及ぼす区の基本的な施策等を策定・改定する過程で、そ
の案を広く公表し、区民だれもが意見等を述べることができる機会を設け、それに対
する区の考え方を公表することができた。（意見数：821 項目/448 名） 

本制度の実施により、区民の多様な意見を区政に反映させること、区民に対する
説明責任を果たすことに寄与している。 

平成 29 年度は基本構想・基本計画策定の翌年度であったため、多くの分野別
計画を策定しており、その貢献度は高い。 

 

  



 

件  名  番 号 

「足立区地域防災計画【震災対策編】【風水害編】」 

修正のためのパブリックコメントの実施 
76 

関 連 施 策 
しくみ 

５－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ● 

所管部課名 危機管理部防災計画担当課 

内   容 

「足立区地域防災計画」とは、災害対策基本法（昭和36年法律第223号）の規

定に基づき、足立区防災会議が策定する区の地域における災害対策に関する、総

合的かつ基本的な計画である。 

平成29年度は、熊本地震の教訓、受援計画の具体化、大規模水害対策の反

映等を基本的な考え方として修正案を作成しており、この案について区民の皆様か

ら意見を募集した。 

 

 

 

パブリックコメントにあたっては、 

 修正の要点をまとめた「概要版」を 

作成した。 

 

 

 

【意見提出等】 

１ 意見提出者数 ３名          ※イメージ 

２ 意見件数  ５４件      現行計画（平成27年度修正） 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/saigai/bosai/bosai/taisaku-bosaikekaku.html 

実   績 

効   果 

 ３名の方から、５４件の意見をいただくことができた。それぞれの意見に対し、区の

考え方をホームページにて掲載した。 

  



 

件  名  番 号 

「足立区地域経済活性化基本計画」策定のための 

パブリックコメントの実施 
77 

関 連 施 策 
しくみ 

５－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ● 

所管部課名 産業経済部産業政策課 

内   容 

「足立区地域経済活性化基本計画」とは、足立区経済活性化基本条例第 5 条

に基づき、地域経済の活性化及び産業の振興に関する施策の方向性を明らかに

し、その指標を示すことにより、区のみならず民間資源も効果的に活用され、結果と

して区内経済の好循環を生み出すことを目的として策定するものである。 

現行計画が平成 29 年度で終了するため、「次期 足立区地域経済活性化基本

計画」の策定にあたり、パブリックコメントを実施した。 

 

1 意見提出等 

 （１）意見提出者数             ４名 

 （２）提出方法 

    ① 区ホームページの意見受付フォーム １名 

    ② 郵送               ３名 

    ③ ファクシミリ           １名 

     ※同一の方から郵送とファクシミリで異なるご意見をいただいたため、提出 

方法の合計は５名 

 （３）意見の件数              ５件 

    ※５件中４件は同一の意見であったため、実質的には２件 

 

2 実施期間 

平成 29 年 11 月 24 日（金） から 12 月 25 日（月） 

 

3 周知方法 

区のホームページへの掲載、産業経済部産業政策課での閲覧及び配布 

区民事務所、中央図書館、戸籍住民課、区政情報課、政策経営課での配布 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/sangyo/keizaikasseikeikaku.html 

実   績 

効   果 
４名の方から２件の意見をいただくことができた。それぞれの意見に対し、区の考

え方をホームページにて公表した。 

  



 

件  名  番 号 

パブリックコメントの実施 

（足立区都市計画マスタープラン） 
78 

関 連 施 策 
しくみ 

５－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

○    ● 

所管部課名 都市建設部都市計画課 

内   容 

足立区都市計画マスタープランとは、区の 30 年後を見据えたまちづくりの方針で

あり、都市計画の前提となる土地利用・都市構造・都市施設整備等の考え方を明

らかにした計画である。 

平成１８年３月以降の概ね１０年間の社会情勢の変化を踏まえつつ、「災害に強

い、安全なまちづくり」「メリハリのあるまちづくりの推進」「環境に配慮したまちづくり」の

３点を視点としている。 

この足立区都市計画マスタープラン改定案について、区民の皆様から意見を募

集した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表紙】                  【土地利用図】 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/toshi/m-plan-sakute.html 

実   績 

効   果 

パブリックコメントやまちづくり推進委員会等の区民の参画により、区民からの意見
を反映させた、区民との協働によるまちづくりのマスタープランを作成することができ
た。 

 

  



 

 

件  名  番 号 

パブリックコメントの実施（足立区地区環境整備計画） 79 

関 連 施 策 
しくみ 

５－② 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

○    ● 

所管部課名 都市建設部都市計画課 

内   容 

地区環境整備計画は、足立区都市計画マスタープランにおける土地利用やまち

づくりを実現するため、地区レベルの土地利用の方針・地区施設等の整備方針を

明らかにしたものである。 

この計画の目的は、まちづくりの目標として地区にかかわる行政、住民、開発者が

ともに共有できる将来像を明らかにすること、その将来像を実現するために必要とな

るまちづくりのルールをつくること、協働・協創によるまちづくりを実現することである。 

このたび、足立区都市計画マスタープランの改定にあわせた足立区地区環境整

備計画の改定に向け、改定案について、区民の皆様から意見を募集した。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【表紙】               【５地域３０地区のまちづくり】 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/machi/toshi/h14-

tikukankyouseibikeikaku.html 

実   績 

効   果 
パブリックコメントやまちづくり推進委員会等の区民の参画により、区民からの意見

を反映させた、区民との協働によるまちづくりの計画を作成することができた。 

 

  



 

件  名  番 号 

足立区ユニバーサルデザイン推進会議の開催 80 

関 連 施 策 
しくみ 

５－③ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

○    ● 

所管部課名 都市建設部ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

 

■第１３回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

開催日時：平成２９年５月２３日 ９時３０分～１２時 

・個別施策の評価方法の検討及び評価部会の実施方法（平成２８年度実施分） 

・評価部会の担当分け 

・年間スケジュール 

 

■足立区ユニバーサルデザイン推進会議 評価部会 

開催日時：平成２９年７月７日 ９時３０分～１２時、１３時３０分～１６時 

・各部会にて担当所管と意見交換後、外部評価施策について評価 

 

■内部評価部会 

開催日時：平成２９年７月１４日 １１時～１２時 

・内部評価施策について評価 

 

■第１４回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

開催日時：平成２９年８月４日 １５時～１７時 

・個別施策の評価の中間まとめ 

 

■第１５回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

開催日時：平成２９年１０月１８日 １５時～１７時 

・委員評価に対する担当所管からの意見及び改善案 

・評価部会の実施方法の改善案 

 

■第１６回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

開催日時：平成３０年２月２０日 ９時３０分～１２時 

・個別施策の評価方法の検討及び評価部会の実施方法（平成２９年度実施分） 

・評価部会の担当分け 

・年間スケジュール 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/toshi/universaldesignsuisinkaigi.html 



 

実   績 

効   果 

推進会議及び各評価部会にて個別施策の評価を行い、担当所管にユニバーサ

ルデザインの視点で施策評価をすることができた。 

特に評価部会では、担当所管と直接意見交換を行うことで、担当所管はユニバ

ーサルデザインの理解を深め、意識を高めることができた。 

 

  



 

件  名  番 号 

区民の方との現場調査 81 

関 連 施 策 
しくみ 

５－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

○    ● 

所管部課名 都市建設部ユニバーサルデザイン担当課 

内   容 

■西新井駅周辺 

開催日時：平成２９年６月１日 

・視覚障害者誘導用ブロックの設置状況について 

区民の方よりご意見をいただいたため、 

視覚障がい者の方に現場調査の依頼をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■足立区役所 

開催日時：平成２９年１１月１７日 

・足立区バリアフリー地区別計画（区役所周辺地区編）の策定後、左記計画に

掲載している、本庁舎と足立福祉事務所との間を視覚障害者誘導用ブロック

で結ぶ計画において、視覚障がい者の方に現場調査の依頼をした。 

 

   

 

関連する 

ホームページ 
 なし 

実   績 

効   果 

西新井駅周辺や足立区役所付近の視覚障害者誘導用ブロックの整備検討にあ

たり、視覚障がい者の方に協力していただき、意見をいただくことができた。 

また、工事を担当している工事課や庁舎管理課も参加し、平成２９年度中の整

備に向け、検討することができた。 

  



 

件  名  番 号 

道路や公共施設等の安全性や利便性を区民とともに 

検証する（通学路合同点検） 
82 

関 連 施 策 
しくみ 

５－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ● 

所管部課名 学校運営部学務課 （学校教育部学務課） 

内   容 

【事業の概要】  

区立小学校の通学路の安全を確保するため、教育員会、学校関係者（各小学

校、ＰＴＡ、開かれた学校づくり協議会）、道路管理者（国、都、区都市建設部）が

合同で、通学路を実踏・点検し、その結果に応じた安全確保策を講じていく。 

【実施時期】  

定期点検・・・４年に１度実施する 

随時点検・・・通学路安全マップ作成（年１回実施）等で危険箇所が確認された

とき、通学路を変更するとき、学校が移転するとき等に実施。 

 

 対策例：横断歩道、外側線、グリンベルトの塗り直しと、スクールゾーンの路面表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 

http://www.city.adachi.tokyo.jp/gakumu/k-kyoiku/shochu/tsuugakuro-

annzenn-tenken.html 

実   績 

効   果 
平成２９年度は３２校で、延３４回実施。 

 

  



 

件  名  番 号 

災害緊急用トイレ利用方法の説明 83 

関 連 施 策 
しくみ 

５－④ 

関連する基本方針「５つの柱」 
凡例・・・ ●は主要の基本方針 、 ○は関連する基本方針 を示す 

くらしの場 

づくり 

もの 

づくり 

ひと 

づくり 

ｻｰﾋﾞｽ情報 

づくり 

しくみ 

づくり 

    ● 

所管部課名 都市建設部企画調整課 

内   容 

【実施日】平成２９年１１月１４日 

 

【実施場所】竹の塚第六公園 

 

【内 容】 

足立区では、危惧されている首都直下地震に備え、発災後の事象に応急的に対

応するため、平成２５年度～２７年度の３年間で、５２か所の区立公園に、「防災井

戸」、「災害緊急用トイレ」及び「ソーラーＬＥＤ照明灯」等を整備している。この設備

は、大地震等の大規模災害が発生し、水道管が壊れて、水洗トイレが使えなくなっ

た場合でも、井戸水をためて流すことにより、衛生的にトイレを使用することができ

る。 

この設備の「災害緊急用トイレ」４箇所のうち２箇所は車いすの方も利用できるタイ

プであり、利用方法等を足立区障害者団体連合会と協働し、障害者へ実物を利用

して説明、体験してもらった。 

 

 

 

 

関連する 

ホームページ 
http://www.city.adachi.tokyo.jp/kikaku/bousaitaisakusestubi.html 

実   績 

効   果 

・足立区障害者団体連合会(10 名)の参加があった。 

・実際に現地に設置した災害緊急用トイレに触れながら説明することにより、理解を

深める一助となった。 

 


